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モ
サ
ン
ル
遺
跡
の
発
掘

一
、
は

し

が

き

モ
サ
ン
ル
遺
跡
は
北
海
道
上
川
郡
下
川
町
華
成
三
八
線
に
属
し
、
名
寄
川
と
モ
サ
ン
ル
川
に
は
さ
讀
れ

た
低
い
段
丘
上
に
位
置
し
て
い
る
。
標
高
は
ほ
ぼ

一
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
名
寄
川
の
河
床
と
の
比
高
は
約
二

〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
は

一
九
六
三
年
に
出
崎
博
信
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
翌
六
四
年
五
月

に
は
同
氏
に
よ
っ
て
試
掘
が
お
こ
な
わ
れ
、
興
味
あ
る
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
ガ
明
ら
か
に
な

っ
た
。
Ш
崎
氏
に
よ
れ
ば
、
出
上
資
料
の
中
に
は
有
舌
尖
頭
器
や
荒
屋
型
彫
刻
刀
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
私
も
是
非

一
度
そ
こ
を
発
掘
し
て
、
北
海
道
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
終
末
期
の
様
相
を
明

ら
か
に
し
た
い
も
の
と
考
え
、
同
氏
に
発
掘
実
現
の
た
め
の
御
協
力
を
願
っ
た
。
発
掘
調
査
は
、

一
九
六
四
年
八
月
二
〇
日
～
同
月
二
七
日

（第

一
次
発
掘
）

一
九
六
五
年
八
月

一
六
日
～
同
月
二
四
日

（第
二
次
発
掘
）

に
か
け
て
行
な
わ
れ
、
合
計

一
七
日
間
の
作
業
で
あ
っ
た
。
発
掘
へ
の
参
加
者
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

芹
沢
長
介
、
出
崎
博
信
、
森
田
知
忠
、
雪
田
孝
、
斉
藤
傑
、
大
塚
和
義
、
柳
元
悦
、
上
野
猛
、
野
村
崇
、

長
谷
川
功
、
高
橋
稀

一
、
中
内
伊
勢
吉
、
佐
藤

一
男
、
本
村
英
明
、
沢
田

一
志
、
笹
田
与

一
、
岩
谷
朝
吉
、

桑
原
護
、
斉
藤
武

一
（以
上
第

一
次
）

芹
沢
長
介
、
出
崎
博
信
、
林
謙
作
、
斉
藤
傑
、
上
野
猛
、
松
丼
泉
、
畑
宏
明
、
本
村
英
明
、
横
出
英
介
、

杉
道
夫
、
山
本
宏
義
、
長
谷
川
功

（以
上
第
二
次
）

二
回
の
発
掘
に
よ
っ
て
出
土
し
た
資
料
は
す
べ
て
東
北
大
学
者
古
学
研
究
室
に
送
ら
れ
、
以
来
整
理
と

研
究
が
続
行
さ
れ
て
き
た
。　
一
九
七
二
年
に
は
、
岩
本
圭
輔
に
よ
っ
て
モ
サ
ン
ル
出
土
石
器
に
つ
い
て
の

略
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
林
努
が
さ
ら
に
分
析
と
研
究
を
お
こ
な
い
、
と
＜
に
石
器

・
剥

片

・
石
核
の
接
含
作
業
と
石
器
の
製
作
法
と
に
関
し
て
見
る
べ
き
成
果
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
梶
原
洋
は
石

器
の
使
用
痕
分
析
の
面
か
ら
も
モ
サ
ン
ル
の
資
料
の

一
部
を
検
討
し
、
　
興
味
あ
る
結
果
が
得
ら
れ
る
に

至
っ
た
。
発
掘
実
施
い
ら
い
す
で
に

一
九
年
と
い
う
年
月
が
経
過
し
て
し
誅
っ
た
が
、
と
も
か
＜
こ
れ
ま

で
の
研
究
結
果
を
公
表
し
、
発
掘
を
行
な
っ
た
者
と
し
て
の
責
任
の

一
半
を
果
す
こ
と
と
し
た
い
。
こ
の

資
料
集
４
を
編
む
に
あ
た
っ
て
、
出
崎
博
信
氏
、
下
川
町
教
育
委
員
会
、
そ
し
て
発
掘
Ｅ
参
加
し
た
諸
氏

に
対
し
て
出
か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
遺

跡

の

層

序

第
３
図
版
に
示
す
の
は
Ａ
ト
レ
ン
チ
南
壁
の
断
面
で
あ
る
。
第
Ｉ
層
は
表
上
で
、
黒
褐
色
の
腐
植
土
層

で
あ
り
、
厚
さ
は

一
六
～
三
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
間
に
あ
る
。
石
器
や
石
片
が
若
干
包
含
さ
れ
て
お
り
、

表
面
採
集
も
可
能
で
あ
る
。
第
Ⅱ
層
は
黄
褐
色
粘
上
層
で
、
Ａ
ト
レ
ン
チ
西
端
に
近
い
部
分
の
こ
の
層
に

お
い
て
、
多
＜
の
剥
片
と
石
器
が
包
含
さ
れ
て
い
た
ｏ
遺
物
の
垂
直
分
布
に
つ
い
て
は
、
第
３
図
版
を
参

照
し
て
載
き
た
い
。
第
Ⅲ
層
は
褐
色
粘
土
層
で
、
Ａ
ト
レ
ン
チ
の
東
半
部
で
は
第
Ⅱ
層
が
削
ら
れ
て
し
讀

っ
て
い
る
ら
し
＜
、
表
上
の
直
下
か
ら
こ
の
第
Ⅲ
層
が
あ
ら
わ
れ
る
。
第
Ⅲ
層
中
に
は
石
器
や
剥
片
が
包

含
さ
れ
て
い
な
い
。
第
Ⅳ
層
は
礫
を
混
え
る
黄
褐
色
粘
土
層
で
あ
る
が
、
ト
レ
ン
チ
の
東
側
で
は
よ
り
白

色
味
が
つ
よ
＜
、
上
部
に
は
酸
化
鉄
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
第
Ⅳ
層
中
に
も
遺
物
は
包
含
さ
れ
て
い
な

い
。
第
Ｖ
層
は
礫
層
で
あ
る
が
、
腐
り
礫
と
思
わ
れ
る
も
の
の
混
在
が
目
立
っ
た
。
第
Ⅵ
層
は
黄
掲
色
砂

質
層
で
、
部
分
的
に
は
酸
化
鉄
が
認
め
ら
れ
た
。
第
Ⅷ
層
は
灰
白
色
を
呈
す
る
砂
質
層
、
第
Ⅷ
層
は
黄
褐

色
砂
質
層
で
あ
る
。

上
記
の
よ
う
に
、
Ａ
ト
レ
ン
チ
で
は
第
Ｉ
層
か
ら
第
Ⅷ
層
志
で
の
層
序
が
み
と
め
ら
れ
た
が
、
遺
物
の

一
次
的
な
包
含
層
は
第
Ⅱ
層
中
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
Ⅲ
層
が
す
で
に
か
な
り
削
ら
れ
て
し
志
っ

た
西
側
の
部
分
だ
け
に
、
第
Ｈ
層
が
そ
の
凹
み
を
埋
め
る
よ
う
な
形
で
准
積
し
て
お
り
、
貝
塚
に
お
け
る

貝
層
の
雄
積
を
想
起
さ
せ
る
。

な
お
、　
一
九
八

一
年
に
発
表
さ
れ
た

「
モ
サ
ン
ル
」

（モ
サ
ン
ル
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
）
に
よ
る
と
、

こ
の
断
面
図
で
は
第
Ⅲ
層
に
対
比
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
地
層
中
か
ら
本
炭
の
粒
が
七
カ
所
に
集
中
し
て

発
見
さ
れ
、
上
部
で
は

いＰ
Ｎ
ｏ
眸
ミ
ｏ捕
田
「
（ｏ
①
下
電
器
）
、
下
部
で
は

い，
鍵
ｏ
け
ヽ
ｏ
捕

田
「

（①
①
下
鶴
健
）
、
ご
Ъ
８

＝
ヽ
８
捕
田
叉
ｏ
餅
下
電
器
）
、と
い
う
年
代
が
測
定
さ
れ
た
と
い
う
。　
一
九
七
九

年
の
そ
の
発
掘
の
さ
い
に
は
、
年
代
の
測
定
さ
れ
た
「第
Ⅳ
層
」
か
ら
も
遺
物
が
少
＜
と
も
二
八
点
出
上
し

た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

三
、
石

器

の

用

材

モ
サ
ン
ル
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
石
器

・
石
核

・
剥
片
の
大
部
分
は
流
紋
岩
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
。
材

料
と
し
て
は
、
意
ず
人
頭
大
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
も
や
や
小
さ
め
の
転
石
を
、
河
床
讀
で
降
り
て
い
っ
て

拾
い
あ
つ
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
転
石
に
は
さ
ほ
ど
手
を
加
え
ぬ
意
志
、
一
石
器
の
材
料
と
し
て
住
居
の
付
近

志
で
運
び
こ
ん
だ
も
の
と
者
え
ら
れ
る
。
石
核
の

一
部
に
、
大
き
＜
自
然
面
を
残
す
も
の
が
少
な
＜
な
い

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
原
石
が
ど
こ
か
ら
運
ば
れ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
ま
ず
遺
跡
に
近
い
河
床
が

考
え
ら
れ
て
よ
い
。

モ
サ
ン
ル
遺
跡
の
南
側
に
は
名
寄
川
、
西
側
に
は
モ
サ
ン
ル
川
が
そ
れ
ぞ
れ
流
れ
て
お
り
、
遺
跡
は
三

つ
の
川
に
狭
讀
れ
た
段
丘
の
北
西
を
向
＜
斜
面
の
上
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
五
万
分
の

一
地
質
図
の

「
下



川
」
お
よ
び

「上
興
部
」
に
よ
れ
ば
、
モ
サ
ン
ル
川
の
流
域
に
は
サ
ン
ル
溶
岩
と
い
わ
れ
る
中
生
代
の
流

紋
岩
が
広
＜
分
布
し
て
お
り
、
こ
の
流
紋
岩
の
中
に
は
し
ば
し
ば
珪
化
本
や
碧
玉
が
含
志
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
と
い
う
。
モ
サ
ン
ル
川
の
河
床
に
は
、
上
流
の
崖
か
ら
崩
落
し
た
そ
れ
ら
の
岩
石
が
転
石
と
な
っ

て
絶
え
ず
運
ば
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
。
東
北
大
学
地
質
学
古
生
物
学
教
室
の
中
川
久
夫
氏
の
鑑
定
に
よ
っ

て
も
、
モ
サ
ン
ル
遺
跡
出
上
資
料
の
大
多
数
は
、
火
成
岩
と
し
て
の
流
紋
岩
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
遺
跡
か
ら
流
紋
岩
製
の
石
核
が
大
量
に
出
上
す
る
事
実
も
、
こ
の
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

黒
躍
石

・
珪
κ
本

・
玉
髄

・
硬
質
頁
岩
な
ど
か
ら
作
ら
れ
た
石
器
が
少
数
な
が
ら
発
掘
さ
れ
て
お
り
、

表
面
採
集
品
の
中
に
は
碧
玉
製
の
石
器
も
ご
＜
稀
に
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
珪
κ
本
と
碧
玉
と

は
、
モ
サ
ン
ル
川
上
流
地
域
か
ら
産
出
す
る
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
発
掘
さ
れ
た
黒
躍
石
製
の
石
器

を
見
る
と
、
す
べ
て
完
成
さ
れ
た
形
で
こ
の
住
居
地
に
搬
入
さ
れ
た
も
の
ら
し
＜
、
黒
躍
石
の
細
片
や
剥

片

・
石
核
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
湧
別
川
流
域
の
住
民
か
ら
入
手
し
た
も
の
か
も
し
れ

な
い
。

四
、
石
　
　
器

モ
サ
ン
ル
遺
跡
か
ら
出
上
し
た
資
料
の
総
数
は
約
七
三
五
〇
点
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
定
型
的
な
石

器
は
わ
ず
か
四
〇
点
ほ
ど
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
石
刃
の
ほ
ぼ
半
数
は
刃
こ
ぼ
れ
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
ら
も
す
べ
て
用
い
ら
れ
た
石
器
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
１４
図
版
４
は
片
刃
の
石
斧
で
あ
り
、
よ
＜
整
っ
た
形
を
し
て
い
る
。
ｌ
ａ
面
の
下
端
か
ら
二
条
の
縦

に
長
い
剥
離
面
が
並
行
し
て
走
っ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
背
面
の
上
部
に
は
自
然
面
が
の
こ
っ
て

い
る
。
刃
の
先
端
に
は
磨
耗
痕
が
あ
り
、
と
＜
に
腹
面
の
先
端
が
い
ち
じ
る
し
い
。
ち
よ
う
な
の
よ
う
に

着
柄
し
、
腹
面
先
端
が
被
加
工
物
に
は
げ
じ
＜
接
触
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
弥
生
時
代
の
有
溝
片
刃
石
斧

に
共
通
す
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
他
全
面
に
軽
い
磨
耗
痕
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
背
面
刃
部
の
二
本
の

並
行
す
る
剥
離
面
の
終
点
付
近
が
も
っ
と
も
よ
＜
磨
リ
ヘ
っ
て
い
る
。　
〓

一
二

〓
更
〓
丁
八
〇
×
二

・

四
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
流
紋
岩
製
。

同
図
版
２
は
小
形
の
両
刃
石
斧
も
し
＜
は
チ
∃
ピ
ン
グ

・
ト
ウ
ー
ル
で
あ
る
。
前
の
例
に
＜
ら
べ
て
、

全
体
の
面
は
か
な
り
新
鮮
で
あ
り
、
磨
耗
痕
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
２
ａ
面
の
中
央
あ
た
り
に
は

自
然
面
と
風
化
し
た
部
分
が
の
こ
っ
て
い
る
。
２
ｂ
面
の
刃
部
縁
辺
の
中
央
に
は
、
こ
讀
か
い
刃
こ
ぼ
れ

が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
や
は
り
ち
よ
う
な
の
よ
う
な
用
い
ら
れ
方
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
先

端
部
各
所
に
部
分
的
な
ポ
リ
ッ
シ
ュ
に
似
た
も
の
が
あ
る
が
、
志
だ
検
査
は
し
て
い
な
い
。
五

。
九
四
×

四

・
六
〇
×
二

・
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
流
紋
岩
製
。
第
５
図
版
４
と
同

一
日
岩
で
あ
る
。

第
褐
図
版
４
は
彫
刻
刀
で
あ
る
。
石
刃
を
素
材
と
し
、
周
縁
に
二
次
加
工
を
行
な
っ
た
後
、
腹
面
側
に

彫
刻
刀
面
が
作
出
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
、
そ
の
面
を
打
面
と
し
て
背
面
に
調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
。
破

損
の
た
め
基
部
の
形
態
は
不
明
で
あ
る
が
、
荒
屋
型
と
い
え
よ
う
。
三

・
三
三
×
二

・
三
八
×
〇

・
七
三

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
黒
躍
石
製
。

同
図
版
２
は
小
形
の
舟
底
形
石
器
で
あ
る
。
両
側
面
の
調
整
は
主
に
い
わ
ゆ
る
甲
板
面
よ
り
な
さ
れ
て

い
る
が
、
稜
側
か
ら
の
調
整
も
み
と
め
ら
れ
る
。　
一
端
に
８
～
９
条
の
樋
状
剥
離
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

三

・
九
八
×
〇

・
八
三
×
一
。
三
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
流
紋
岩
製
。

同
図
版
３
は
彫
刻
刀
で
あ
る
。
打
面
再
生
剥
片
を
素
材
と
し
、
何
の
調
整
も
な
＜
彫
刻
刀
面
が
作
出
さ

れ
て
い
る
。
六

・
六

一
×
三

・
八
五
×

一
。
二
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
玉
髄
製
。

同
図
版
４
は
石
刃
の
折
れ
面
を
打
面
と
し
て
加
撃
し
、
彫
刻
刀
に
し
て
い
る
。
未
端
は
エ
ン
ド
ス
ク
レ

イ
バ
ー
に
加
工
さ
れ
、
そ
の
刃
部
は
わ
ず
か
に
凹
形
を
呈
す
る
。
両
側
縁
に
は
多
数
の
微
細
剥
離
痕
が
み

と
め
ら
れ
る
。
八

・
〇
四
×
二

・
六
六
×
一
。
二
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
黒
躍
石
製
。

同
図
版
５
は
ホ
ロ
カ
型
彫
刻
刀
で
あ
る
。
石
刃
を
素
材
と
す
る
。
素
材
の
背
面
は
二
次
加
工
に
よ
っ
て

ほ
と
ん
ど
除
か
れ
て
い
る
。
彫
刻
刀
面
は
上
下
両
端
に
相
対
し
て
、
右
か
ら
左
斜
下
へ
向
け
た
加
撃
で
作

出
さ
れ
て
い
る
。
彫
刻
刀
面
は
背
面
側
に
あ
り
、
腹
面
と
な
す
角
は
鋭
角
に
な
る
。
彫
刻
刀
面
の
縁
辺
を

は
じ
め
と
し
、
全
周
に
微
細
剥
離
痕
が
み
と
め
ら
れ
る
。
七

・
一
四
×
二

・
八
八
×

一
。
〇

五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
。
黒
躍
石
製
。

同
図
版
６
は
厚
手
の
剥
片
を
素
材
と
し
た
彫
刻
刀
で
あ
る
。
何
の
調
整
も
加
え
ず
に
、
ス
ポ
ー
ル
を
剥

離
し
て
い
る
。
六

・
七
九
×
三

・
一
五
×
三

。
四
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
流
紋
岩
製
。

同
図
版
フ
は
、
荒
屋
型
彫
刻
刀
で
あ
る
。
全
周
縁
に
急
傾
斜
の
二
次
加
工
を
加
え
た
後
、
ま
ず
右
か
ら

左
に
か
け
て
腹
面
側
に
彫
刻
刀
面
が
作
出
さ
れ
る
。
次
い
で
、
そ
の
面
を
打
面
と
し
て
、
ア
ｃ
に
４
条
の

樋
状
剥
離
を
加
え
、
さ
ら
に
背
面
側
に
も
調
整
を
加
え
て
い
る
。
石
刃
素
材
。
五

・
二
四
×

一
・
七
〇

・×

〇

・
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
硬
質
頁
岩
製
。

第
鶴
図
版
４
は
剥
片
素
材
の
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
で
あ
る
。
二
次
加
工
は
全
周
に
施
さ
れ
て
い
る
。

三

・
六
四
×
二

・
七
四
×
一
。
〇
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
黒
躍
石
製
。

同
図
版
２
は
石
刃
素
材
の
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
パ
ー
で
あ
る
。
基
部
側
を
欠
損
し
て
い
る
。
左
側
縁
は
細

か
＜
二
次
加
工
さ
れ
て
い
る
。
三

。
九
五
×
二

。
〇
四
×
〇

・
八
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
玉
髄
製
。

同
図
版
３
は
石
刃
素
材
の
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
で
あ
る
。
基
部
側
を
欠
＜
。
三

。
三
六
×
三

・
〇
五

×
○

。
九
〇
。
黒
躍
石
製
。

同
図
版
４
は
素
材
の
石
刃
の
打
面
側
は
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
に
加
工
さ
れ
、
末
端
部
は
断
面
三
角
形



を
呈
す
る
ド
リ
ル
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
腹
面
に
も
二
次
加
工
さ
れ
て
い
る
。
両
側
縁
に
は
微
細
剥

離
痕
が
多
数
み
ら
れ
、
さ
ら
に
背
面
の
稜
さ
え
も
激
し
＜
演
れ
て
い
る
。
七

・
九
五
×
二

。
二
〇
×
〇

・

七
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
黒
曜
石
製
。

同
図
版
５
は
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
で
あ
る
。
刃
部
は
円
弧
状
に
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。
素
材
の
打
面

を
残
し
て
い
る
。
四

・
五
二
×
三
・〇

八
×
〇

・
七
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
流
紋
岩
製
。

同
図
版
６
は
小
形
の
石
刃
素
材
の
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
で
あ
る
。
背
面
左
側
に
自
然
面
を
大
き
＜
残

し
て
い
る
。
両
側
縁
に
は
微
細
剥
離
痕
が
み
と
め
ら
れ
る
。
五

・
三
〇
×
二

・
四

一
×
〇

・
七
六
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
。
玉
髄
製
。

同
図
版
ア
は
石
刃
素
材
の
サ
イ
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
で
あ
る
。
上
下
両
端
を
欠
損
し
て
い
る
。
六

。
四
九

×
二

・
六
二
×

一
。
三
〇
セ
ン
チ
メ
「
ト
ル
Ю
流
紋
岩
製
。

同
図
版
８
は
石
刃
素
材
の
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
で
あ
る
。
刃
部
は
幅
狭
で
、
典
型
的
な
も
の
で
は
な

い
。
微
細
剥
離
痕
は
両
側
縁
と
も
に
多
数
み
と
め
ら
れ
る
。
基
部
側
を
欠
損
し
て
い
る
。
六
・六
七
×
二
・

六
三
×
〇

・
八

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
黒
躍
石
製
。

同
図
版
９
は
両
面
加
工
石
器
の
破
損
品
で
あ
る
。
尖
頭
器
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
人
の
影
響
を
受
け

て
お
り
、
全
面
に
細
か
い
ひ
び
割
れ
が
走
っ
て
い
る
。
四

。
一
八
×
三

・
〇
九
×
〇

。
九
六
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
。
黒
躍
石
製
。

第
γ
図
版
４
は
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
で
あ
り
、
素
材
に
は
彎
曲
し
た
石
刃
を
選
ん
で
い
る
。
基
部
側

は
欠
損
し
て
い
る
が
、
そ
の
折
れ
面
を
打
面
と
し
て
背
面
側
に
調
整
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
微
細
剥
離
痕

は
ほ
と
ん
ど
み
と
め
ら
れ
な
い
。
九

・
三
八
×
三

。
二
〇
×

一
二

一六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
流
紋
岩
製
。

同
図
版
２
は
末
端
部
付
近
に
最
大
厚
を
有
す
る
石
刃
を
素
材
と
し
た
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
で
あ
る
。

刃
部
は
凸
字
形
を
呈
し
て
い
る
。　
微
細
剥
離
痕
は
ほ
ぼ
全
周
に
み
ら
れ
、　
と
＜
に
刀
部
腹
面
側
に
顕

著
で
あ
る
。
基
部
側
を
欠
損
し
て
い
る
。
六

。
六
六
×
三

・
五
九
×
一
。
九
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
流

紋
岩
製
。

同
図
版
３
は
石
刃
素
材
の
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
で
あ
る
。
基
部
側
を
欠
損
し
て
い
る
。
両
側
辺
と
も

ほ
ぼ
全
縁
に
わ
た
っ
て
二
次
加
工
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
四

。
三
四
×
三

・
三
〇
×

一
。
一
九
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
。
流
紋
岩
製
。

同
図
版
４
は
、
断
面
三
角
形
の
厚
手
の
石
刃
を
素
材
と
し
た
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
で
あ
る
。
微
細
剥

離
痕
が
ほ
ぼ
全
縁
に
み
ら
れ
る
。
八

・
六
三
×
三

・
六
二
×

一
・
七
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
流
紋
岩
製
。

同
図
版
５
は
石
刃
素
材
の
サ
イ
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
で
あ
る
。
刃
部
は
素
材
の
右
側
辺
に
作
ら
れ
て
い
る

が
、
左
側
辺
に
は
刃
こ
ぼ
れ
が
み
と
め
ら
れ
る
。
き
た
、
素
材
の
末
端
の
鋭
い
縁
辺
も
刃
こ
ぼ
れ
し
て
い

る
。
背
面
に
は
自
然
面
が
残
さ
れ
て
い
る
。
七

・
二
五
×
三

・
〇
三
×
一
。
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
流

紋
岩
製
。

第
１８
図
版
４
は
厚
手
の
石
刃
を
素
材
と
し
た
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
で
あ
る
。
二
次
加
工
は
両
側
縁
に

も
施
さ
れ
て
い
る
。
素
材
の
打
面
を
欠
い
て
い
る
。
第
４‐
図
版
４
に
類
似
し
て
い
る
。
七

・
六
八
×
二

・

九
六
Ｘ

一
。
〇
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
流
紋
岩
製
。

同
図
版
２
は
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
の
破
損
品
で
あ
る
。
素
材
は
恐
ら
＜
石
刃
で
あ
ろ
う
。
刃
部
は
ほ

ぼ
直
線
で
あ
る
。
左
側
辺
も
ス
ク
レ
イ
バ
ー
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。
微
細
剥
離
痕
は
ほ
ぼ
全
縁
に
み
ら
れ

る
。
三

・
四
五
×
四

・
六
八
×

一
・
八
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
流
紋
岩
製
。

同
図
版
３
は
石
刃
を
素
材
と
し
た
サ
イ
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
で
あ
る
。
上
下
両
端
を
欠
損
し
て
い
る
。
加

工
は
両
側
辺
全
縁
に
施
さ
れ
て
い
る
。
赤
た
、
破
損
後
も
３
Ｃ
、
ｄ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
二
次
加
工
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。
全
体
的
に
損
耗
が
は
げ
し
い
。
３
ｅ
、
ｆ
は
接
含
面
を
示
し
て
い
る
。
第
１６
図
版
ア
に

類
似
す
る
。
八

・
三
三
×
四

。
三
二
×
〇

・
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
黒
躍
石
製
。

同
図
版
４
は
ナ
イ
フ
形
石
器
で
あ
る
。
素
材
の
石
刃
は
自
然
面
で
な
る
石
核
底
面
を
と
り
こ
ん
で
い
る
。

右
側
辺
下
部
に
急
角
度
の
二
次
加
工
を
施
し
、
刃
漬
し
を
行
な
っ
て
い
る
。
両
側
縁
は
刃
こ
ぼ
れ
し
て
い

る
。
七

。
一
五
×
二

・
六
八
×
〇

・
九
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
流
紋
岩
製
。

五
、
剥
片
生
産
技
術
に
つ
い
て

０
　
接
合
資
料
に
つ
い
て

田
岩
∧
　

（第
１９
、
２０
図
版
）

石
材
は
流
紋
岩
。
石
核
１
点
、
剥
片
η
点
か
ら
な
る
。

〈剥
離
の
順
序
〉

①
剥
片
６
の
剥
離
、
②
剥
片
２
、
５
の
剥
離
―
稜
形
成
―

（①
と
の
順
序
は
不
明
）

③
剥
片
３
の
打
面

を
作
出
す
る
剥
離
―
打
面
転
位
ｌ
　
④
剥
片
３
の
剥
離
　
⑤
打
面
再
生
　
⑥
剥
片
４
の
剥
離
　
⑦
打
面
再

生
　
③
剥
片
９
志
で
の
剥
離
　
◎
剥
片
１２
の
剥
離
―
打
面
調
整
―

（剥
片
ア
以
前
の
剥
離
が
行
な
わ
れ
た

後
）

⑩
剥
片
ア
↓
８
の
剥
離
　
⑭
剥
片
１０
↓
１１
の
剥
離
　
⑫
剥
片
１３
↓
‐４
の
剥
離
　
⑬
剥
片
１５
の
剥
離

―
打
面
調
整
ｌ
　
⑭
Ａｅ
を
打
面
、
飼
を
作
業
面
と
す
る
剥
離
　
⑮
打
面
転
位
　
⑩
剥
片
１７
↓
‐６
↓
‐８
↓
‐９

↓
２０
の
剥
離
　
○
剥
片
２０
以
後
の
右
核
ｌｃ
面
に
残
る
剥
離

〈剥
片
生
産
の
あ
り
万
〉

目
的
剥
片
生
産
工
程
は
、
①
、
④
、
⑥
、
③
、
⑩
～
⑫
、
⑭
、
⑮
、
○
で
あ
る
。

石
核
の
素
材
は
自
然
面
の
状
態
よ
り
す
れ
ば
、
や
や
扁
平
な
礫
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
①
の
作
業
に



つ
い
て
は
、
剥
片
６
の
両
側
辺
が
平
行
し
て
い
る
こ
と
、
腹
面
の
加
撃
方
向
と
背
面
の
剥
離
面
の
加
撃
方

向
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
確
実
に
は
言
え
な
い
が
、
目
的
剥
片
生
産
工
程
で
あ
る
と
考
え
ら
ね
る
。

②
は
稜
形
成
を
目
的
と
す
る
横
方
向
か
ら
の
作
業
面
に
対
す
る
調
整

（以
後
、
稜
形
成
の
調
整
と
呼
６
）

で
あ
る
。
そ
の
痕
跡
は
剥
片
３
、
９
の
背
面
に
残
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
、
Ａｅ
面
を
打
面
と
し
て
、
④
、

⑥
、
③
と
作
業
が
進
め
ら
れ
る
。
そ
の
間
に
少
な
＜
と
も
２
回
打
面
が
再
生
さ
れ
る
。
剥
片
９
は
他
の
目

的
剥
片
に
比
べ
、
打
面
の
厚
幅
は
変
わ
ら
な
い
が
、
全
体
に
部
厚
い
剥
片
と
な
っ
て
い
る
。
◎
は
、
ｌａ
面

側
か
ら
打
面
調
整
が
頻
繁
に
な
さ
れ
、
打
面
の
石
核
背
面
側
が
高
＜
な
り
、
作
業
に
不
都
合
が
生
じ
た
た

め
、
そ
の
高
ま
り
を
除
＜
必
要
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑩
、
〇
、
⑫
の
作
業
は
打
面
調
整
と
頭

部
調
整
を
繰
返
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
る
。
⑭
の
後
、
打
面
が
転
位
さ
れ
、
⑮
、
⑩
の
作
業
が
Ａｂ
面
下
部
の

剥
離
面
を
打
面
と
し
て
行
な
わ
れ
る
。
打
面
調
整
は
行
な
わ
な
い
。
た
だ
し
、
剥
片
１６
の
打
面
だ
け
は
２

面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
作
業
の
進
行
に
と
も
な
っ
て
、
剥
片
は
小
形
化
し
て
い
＜
。
④
以
後
、
作
業
の

途
中
で
稜
形
成
の
調
整
は
行
な
わ
れ
な
い
。
石
核
４
は
最
終
的
に
両
設
打
面
を
呈
し
て
い
る
。

田
岩
Ｂ

（第
２‐
、
２２
図
版
）

石
材
は
粗
雑
な
流
紋
岩
で
あ
る
。
石
核
４
点
、
剥
片
１３
点
か
ら
な
る
。

〈
剥
離
の
順
序
〉

④
Ｂｂ
Ｅ
み
ら
れ
る
石
核
背
面
の
剥
離
　
②
Ｂｃ
、
図
の
石
核
側
面
の
調
整
　
③
Ｂｅ
へ
の
打
面
設
定
　
④
剥
片

‐３
↓
‐Ｏ
　
⑤
打
面
調
整
剥
片
２
↓
打
面
再
生
剥
片
８
　
⑥
剥
片
１４
の
打
面
の
形
成
　
⑦
剥
片
１４
の
剥
離

③
打
面
再
生
剥
片
５
　
◎
打
面
調
整
剥
片
フ
↓
柘
　
⑩
剥
片
９
　
⑭
剥
片

・４
十
６

（③
～
⑩
と
の
順
序
不

明
）
　

⑫
剥
片
１２
↓
‐ｌ
　
①
打
面
調
整
剥
片
３
　
⑭
石
核
ｌａ
面
に
残
さ
れ
た
⑫
以
降
の
剥
離

〈剥
片
生
産
の
あ
り
万
〉

④
、
⑦
、
⑩
～
⑭
、
⑭
が
目
的
剥
片
生
産
工
程
で
あ
る
。

本
資
料
は
、
石
核
の
側
面
調
整
に
よ
っ
て
剥
離
作
業
面
を
設
定
し
、
そ
の

一
端
に
打
面
を
作
出
し
た
後
、

随
時
、
打
面
再
生
や
打
面
調
整
を
繰
返
し
な
が
ら
、
目
的
剥
片
の
剥
離
作
業
を
進
め
て
い
る
。
作
業
の
進

行
に
と
も
な
っ
て
、
目
的
剥
片
は
小
形
κ
し
て
い
る
。
剥
片
１０
、
１４
、
「
よ
り
、
目
的
剥
片
の
剥
離
に
先

立
っ
て
、
頭
部
調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
資
料
で
稜
形
成
の
調
整
が
行
な
わ
れ
た
が
ど

う
か
は
不
明
で
あ
る
。
石
核
の
素
材
に
つ
い
て
は
、
助
面
よ
り
原
石
の
分
割
に
よ
り
得
ら
れ
た
可
能
性
を

指
摘
で
き
る
。

田
岩
Ｃ

（第
２３
、
２４
図
版
）

石
材
は
流
紋
岩
。
石
核
４
点
、
剥
片
５
点
か
ら
な
る
。

〈
剥
離
の
順
序
〉

①
石
核
底
面
の
剥
離
　
②
Ｃｂ
面
の
剥
離
　
③
剥
片
２

（④
、
⑤
と
の
順
序
は
不
明
）
　

④
打
面
再
生
剥
片

４
　
⑤
打
面
再
生
剥
片
５
　
⑥
剥
片
３
、
４
の
打
面
形
成
　
⑦
剥
片
３
↓
４
　
③
打
面
調
整

〈剥
片
生
産
の
あ
り
万
〉

目
的
剥
片
生
産
工
程
は
⑦
で
あ
る
が
、
④
、
⑤
に
そ
れ
ぞ
れ
前
後
し
て
作
業
が
行
な
わ
れ
た
と
推
測
さ

れ
る
。

一扁
平
な
素
材
を
選
択
し
、
平
行
す
る
自
然
面
を
石
核
の
両
側
面
と
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
剥
離

作
業
面
の
幅
は
決
め
ら
れ
て
し
き
い
、
作
業
が
進
行
し
て
も

一
定
に
保
た
れ
る
。
打
面
は
、
長
万
形
を
し

た
作
業
面
の
短
辺
上
、
す
な
わ
ち
Ｃｅ
に
設
定
さ
れ
、
打
面
調
整
を
繰
返
し
な
が
ら
目
的
剥
片
を
剥
離
し
て

い
る
。
接
合
状
態
よ
り
打
面
部
へ
の
調
整
は
か
な
り
頻
繁
に
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
剥
片

２
は
目
的
剥
片
に
先
立
つ
石
核
底
面
の
調
整
剥
片
と
考
え
ら
れ
る
。
剥
片
３
、
４
の
剥
離
の
際
に
は
、
頭

部
調
整
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
稜
形
成
の
調
整
の
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。

田
岩
Ｄ
Ｏ

（第
２５
、
２６
図
版
）

石
材
は
珪
化
本
。
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
４
点
、
剥
片
８
点
か
ら
な
る
。

〈剥
離
の
順
序
〉

①
自
然
面
の
除
去
　
②
Ｄ
∝

下
部
の
横
方
向
の
剥
離
　
③
Ｄ
力
の
剥
片
３
の
末
端
部
の
剥
離

④
打
面

（◎
、
⑩
と

４
の
背
面

設
定
　
⑤
剥
片
４
↓
５
　
⑥
剥
片
２
　
⑦
剥
片
９
↓
６

（⑥
と
の
順
序
不
明
）

③
剥
片
８

の
順
序
不
明
）
　

◎
剥
片
ア
の
背
面
下
部
に
残
る
横
方
向
の
剥
離
　
⑩
剥
片
フ
　
⑭
剥
片
３
、

の
剥
離
　
⑫
剥
片
４
↓
３

〈剥
片
生
産
の
あ
り
万
〉

①
～
③
は
石
核
調
整
で
あ
ろ
う
。
剥
片
４
～
９
の
剥
離
と
⑭
は
目
的
剥
片
生
産
工
程
で
あ
る
。

石
核
の
素
材
は
不
明
。
自
然
面
の
除
去
後
、
石
核
の
背
面
側
か
ら
の
剥
離
に
よ
っ
て
石
核
の
側
面
が
調

整
さ
れ
て
い
る
（②
）
。
打
面
は

一
端
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
接
合
状
態
よ
り
、
か
な
り
の
頻
度
で
打
面
調

整
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
頭
部
調
整
は
ほ
と
ん
ど
、の
剥
片
に
対
し
て
施
さ
れ
て
い
る
。
剥

片
６
は
打
面
を
欠
＜
。
剥
片
５
を
利
用
し
て
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
が
作
ら
れ
て
い
る
。
基
部
周
辺
と
左

側
辺
に
も
二
次
加
工
さ
れ
て
い
る
。
九

・
四
五
×
三

・
八
七
×

一
。
〇
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
剥
片
３
、
４

の
末
端
に
も
加
工
痕
が
み
と
め
ら
れ
る
。

田
岩
Ｄ
②

（第
２７
図
版
）

石
材
は
珪
化
本
で
あ
り
、
Ｄ
Ｏ
と
同

一
田
岩
で
あ
る
。
剥
片
４
点
か
ら
な
る
。

〈剥
離
の
順
序
〉

①
稜
形
成
の
調
整
　
②
剥
片
１２
↓
‐１
↓
‐３
↓
‐０



〈剥
片
生
産
の
あ
り
万
〉

①
は
作
業
面
全
体
に
施
さ
れ
ず
、
剥
片
１１
の
背
面
の
自
然
面
の
稜
に
よ
っ
て
省
略
さ
れ
て
い
る
。
石
核
の

一
側
面
は
自
然
面
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。
各
剥
片
の
背
面
構
成
に
は
、
稜
形
成
後
に
得
ら
れ
た
剥
片
の
特

徴
が
よ
＜
表
わ
れ
て
い
る
。
打
面
は

一
端
に
設
定
さ
れ
、
打
面
を
調
整
し
な
が
ら
目
的
剥
片
を
剥
離
し
て

い
る
。
剥
片
１０
、
１３
の
背
面
に
は
逆
方
向
の
剥
離
が
み
と
め
ら
れ
る
。
本
資
料
は
稜
形
成
の
調
整
の
あ
り

方
を
よ
＜
示
し
て
い
る
。

田
岩
Ｅ

（第
２８
、
２９
図
版
）

石
材
は
流
紋
岩
。
石
核
４
点
、
剥
片
９
点
よ
り
な
る
。

〈
剥
離
の
順
序
〉

①
上
設
打
面
の
作
出
　
②
下
設
打
面
の
作
出
　
③
団
面
に
接
合
し
た
剥
片
の
剥
離
　
④
下
設
打
面
か
ら
の

剥
離
　
⑤
下
設
打
面
の
再
生
ｌ
④
、
⑤
の
繰
返
し
ｌ
　
⑥
上
設
打
面
か
ら
の
剥
離
　
②
上
設
打
面
の
再
生

ｌ
⑥
、
②
の
繰
返
し

〈剥
片
生
産
の
あ
り
方
〉

④
、
⑥
が
目
的
剥
片
生
産
工
程
で
あ
る
。
④
＝
⑤
と
⑦
＝
③
の
間
に
打
面
転
位
が
な
さ
れ
る
。
転
位
の
回

数
は
不
明
で
あ
る
。

石
核
の
素
材
は
不
明
。
③
は
石
核
側
面
の
調
整
、
あ
る
い
は
爽
雑
物
の
除
去
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
打
面
再
生
と
打
面
調
整
は
作
業
に
応
じ
て
随
時
施
さ
れ
て
い
る
。
稜
形
成
の
調
整
と
頭
部
調
整
に

つ
い
て
は
判
断
で
き
な
い
。
下
設
打
面
か
ら
の
剥
離
痕
は
い
ず
れ
も
側
面
よ
り
に
あ
り
、
作
業
面
詢
の
ほ

ぼ
全
面
は
、
上
段
打
面
か
ら
の
剥
離
面
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。
助
の
剥
離
面
の
う
ち
長
さ
の
計
測
可
能
な

も
の
は
、　
一
一
。
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、　
〓

一
。
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、　
一
〇

。
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

一
三

。
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、　
〓
二
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、　
〓

一
上
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
平
均

一

二

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
幅
は
、
五

。
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
四

。
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
四

・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
三

。
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
平
均
四

。
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
剥
片
が
接
合
し
て
い
る
剥
離
面
は
そ
れ
ぞ
れ

一
三

・
八
×
五

・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、　
〓

一
二
一支

四

・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
下
設
打
面
か
ら
も
少
ａ
＜
と
も
同
程
度
の
剥
片
が
得
ら
れ
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。
他
の
資
料
と
比
較
す
る
と
、
よ
り
大
形
の
剥
片
を
生
産
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

田
岩
Ｆ

（第
３０
図
版
）

石
材
は
流
紋
岩
。
石
核
４
点
、
剥
片
２
点
か
ら
な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

〈剥
離
の
順
序
〉

①
Ｆｃ
を
作
業
面
、
石
核
背
面
を
打
面
と
す
る
剥
離
　
②
Ｆａ
の
右
半
部
に
み
ら
れ
る
横
方
向
の
剥
離
　
③
岡

を
作
業
面
、
石
核
背
面
を
打
面
と
す
る
剥
離

（②
と
の
順
序
不
明
）
　

④
Ｆｅ
に
打
面
設
定
　
⑤
剥
片
４
↓

２
　
⑥
Ｆｅ
の
調
整
　
⑦
岡
を
打
面
と
し
た
石
核
背
面
の
剥
離

〈剥
片
生
産
の
あ
り
万
〉

石
核
背
面
に
は
、
節
理
面
が
大
き
＜
残
さ
れ
て
い
る
。
②
は
、
⑤
に
先
立
つ
稜
形
成
の
調
整
と
考
え
ら

れ
る
。
①
と
③
に
つ
い
て
は
石
核
の
側
面
調
整
と
も
者
え
ら
れ
る
が
、
目
的
剥
片
生
産
工
程
で
あ
る
可
能

性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
剥
片
１
と
２
は
連
続
し
て
剥
離
さ
れ
て
い
る
が
、
打
面
の
位
置
が
か
な
り
違

っ
て
い
る
。
剥
片
２
の
剥
離
が
Ｆａ
に
お
け
る
最
後
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
も
打
面
調
整
が
加
え
ら
れ
、
さ

ら
に
②
に
よ
っ
て
稜
が
形
成
さ
れ
作
業
を
終
え
て
い
る
。
剥
片
４
、
２
の
背
面
は
、
腹
面
の
加
撃
方
向
と

直
交
す
る
方
向
か
ら
の
加
撃
に
よ
る
剥
離
面
を
有
し
て
い
る
。

田
岩
Ｇ

（第
釧
～
３４
図
版
）

石
材
は
流
紋
岩
。
石
核
４
点
、
剥
片
２２
点
よ
り
な
る
。

〈剥
離
の
順
序
〉

①
Ｇｅ
を
打
面
、
鋼
を
作
業
面
と
す
る
剥
離
　
②
剥
片
１４

（①
と
の
順
序
は
不
明
）

③
剥
片
１５
　
④
剥
片

‐３
↓
‐９
↓
９
　
⑤
剥
片
２０

（剥
片
９
、
⑥
と
は
順
序
不
明
）
　

⑥
剥
片
１８
↓
６

（剥
片
５
よ
り
前
）

②

剥
片
８
↓
５
　
③
剥
片
ア
↓
１１
↓
２‐
↓
１６
　
◎
剥
片
２
　
⑩
剥
片
１０
　
⑭
剥
片
４
　
⑫
剥
片
２２
↓
３

（⑭

と
は
順
序
不
明
）

⑬
剥
片
１７
↓
‐２
↓
４

〈剥
片
生
産
の
あ
り
万
〉

①
で
は
節
理
面
を
両
側
面
と
し
て
い
る
。
②
、
③
は
Ｃａ
を
打
面
と
し
て
Ｇｃ
面
を
連
続
的
に
剥
離
す
る
作

業
で
あ
る
。
打
面
調
整
と
頭
部
調
整
が
み
と
め
ら
れ
る
。
剥
片
１５
は
二
次
加
工
さ
れ
て
い
る
。
剥
片
１５
以

後
９
議
で
は
打
面
と
作
業
面
を
交
互
に
か
え
て
剥
離
さ
れ
て
い
る
。
①
は
Ｃａ
を
、
⑦
は
∝
を
作
業
面
と
し

て
い
る
。
③
、
⑩
は
打
面
調
整
で
あ
る
が
、
剥
片
１６
の
よ
う
な
縦
長
の
剥
片
も
得
ら
れ
て
い
る
。
剥
片
１６

は
二
次
加
工
さ
れ
て
い
る
。
◎
と
⑫
の
作
業
は
、
Ｃｅ
を
打
面
、
②
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
面
を
作
業
面
と

し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
②
は
石
核
調
整
と
も
捉
え
ら
れ
る
が
、
得
ら
れ
た
剥
片
に
は
剥
片
１４
の

よ
う
に
多
少
寸
詰
誅
り
で
は
あ
る
が
縦
長
の
傾
向
が
あ
り
、
目
的
剥
片
生
産
工
程
と
考
え
ら
れ
る
。
⑬
は
、

Ｇｂ
を
打
面
、
鋼
を
作
業
面
と
す
る
。
打
面
は
節
理
面
で
あ
り
、
打
面
調
整
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で

は
、
①
～
③
、
⑤
～
②
、
◎
、
⑭
～
⑬
を
目
的
剥
片
生
産
工
程
と
捉
え
て
お
＜
。

②
と
⑬
は
長
方
形
の
作
業
面
の
長
辺
上
に
打
面
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
⑦
や
⑫
な
ど
は
短
辺

上
に
打
面
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
後
者
の
素
材
の
用
い
方
は
田
岩
Ｃ
な
ど
と
共
通
す
る
。
Ｃａ
が
作
業
面
と

さ
れ
る
場
合
は
、
Ｃｅ
、
Ｇｆ
と
相
対
す
る
位
置
に
打
面
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
剥
片
４
、
１８
、
６
、

９
な
ど
の
よ
う
に
接
合
し
た
剥
片
に
は
目
的
剥
片
と
い
い
う
る
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
平
坦
面
を



そ
の
該
ま
作
業
面
と
し
た
た
め
に
剥
離
が
う
ま
＜
い
か
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

本
資
料
の
特
徴
は
、
作
業
の
進
行
に
と
も
な
っ
て
、
打
面
と
作
業
面
と
が
同
時
に
転
位
さ
れ
て
い
＜
こ

と
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
剥
片
２２
や
‐
の
背
面
の
よ
う
に
、
以
前
の
作
業
面
を
腹
面
の
加
撃
方
向
と
直
交

す
る
方
向
の
剥
離
面
と
し
て
と
り
こ
ん
で
い
る
。

田
岩
Ｈ

（第
３５
、
３６
図
版
）

石
材
は
流
紋
岩
。
石
核
と
剥
片
各
４
点
よ
り
な
る
。

〈剥
離
の
順
序
〉

④
石
核
の
素
材
の
剥
離
　
②
Ｈｄ
を
作
業
面
、
素
材
の
腹
面
を
打
面
と
す
る
剥
離
　
③
作
業
面
Ｈａ
の
打
面
作

出
。
④
Ｈａ
を
作
業
面
と
す
る
剥
離
―
剥
片
２
を
含
む
ｌ
　
⑤
打
面
再
生
　
⑥
ｌａ
面
右
半
部
に
み
ら
れ
る
剥

離
　
⑦
Ｈｃ
、
同
に
み
ら
れ
る
縁
辺
の
加
工

〈
剥
片
生
産
の
あ
り
万
〉

石
核
の
素
材
は
節
理
面
に
沿
っ
た
剥
離
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
大
形
の
剥
片
で
あ
る
。
②
の
剥
離
で
は
打

面
部
へ
の
調
整
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。
次
い
で
、
打
面
と
作
業
面
が
同
時
に
転
位
さ
れ
、
④
の
作
業
が
進

め
ら
れ
る
。
⑤
は
素
材
の
打
面
側
を
折
断
す
る
よ
う
に
し
て
行
な
わ
れ
る
。
剥
片
２
の
背
面
は
②
の
剥
離

痕
を
と
り
こ
ん
で
い
る
。
⑦
に
よ
り
縁
辺
は
ス
ク
レ
イ
バ
ー
状
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。

日
岩
―

（第
３ァ
、
３８
図
版
）

石
材
は
狭
雑
物
を
多
＜
含
む
流
紋
岩
で
あ
る
。
石
核
４
点
、
剥
片
６
点
か
ら
な
る
。

〈
剥
離
の
順
序
〉

①
ｌｆ
、
ｌｅ
の
節
理
に
沿
っ
た
剥
離
　
②
ｌｆ
下
半
部
の
剥
離
　
③
ｌｅ
上
半
部
の
剥
離
　
④
同
面
の
剥
離
　
⑤

ｌｃ
面
の
剥
離
　
⑥
剥
片
４
↓
２
　
⑦
剥
片
５
↓
６
↓
ア
　
③
剥
片
３

（⑤
以
後
）

〈剥
片
生
産
の
あ
り
方
〉

節
理
に
沿
っ
て
剥
離
さ
れ
た
一属
平
な
素
材
を
用
い
て
い
る
。
②
、
③
に
よ
り
稜
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、

以
後
に
そ
れ
を
利
用
し
た
剥
離
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
④
、
⑤
は
ｌｆ
を
打
面
と
し
て
い
る
。
⑥
は
ｌｅ
の
節

理
面
を
打
面
と
す
る
。
剥
片
４
の
打
面
は
３
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
ｌｃ
面
に
打
面
が
転
位
さ
れ
、

②
の
作
業
が
行
な
わ
れ
る
。
剥
片
２
、
４
～
ア
の
特
徴
は
、
剥
片
の
末
端
付
近
に
最
大
幅
が
あ
る
こ
と
に

あ
り
、
大
き
さ
は
異
な
る
が
長
幅
の
比
は
ほ
ぼ
４
対
１
を
示
す
（第
フ
図
）
。
打
面
調
整
や
頭
部
調
整
は
み

ら
れ
な
い
。
③
は
ｌｃ
面
を
打
面
と
し
て
い
る
。

田
岩
Ｌ

（第
４２
～
４６
図
版
）

石
材
は
流
紋
岩
。
剥
片
ν
点
か
ら
な
る
。

〈剥
離
の
順
序
〉

④
剥
片
１８
↓
‐７
↓
３５
↓
３３
　
②
剥
片
２０

（剥
片
１７
の
後
）
　

③
剥
片
２４
↓
２３
　
④
剥
片
１２
、
２２

（剥
片
２３

の
後
、
⑥
以
前
）
　

⑤
剥
片
９
↓
３０
↓
２７
↓
３２
↓
８

（⑥
以
前
。
④
～
④
と
は
順
序
不
明
）

⑥
剥
片
４

⑦
剥
片
１５
　
③
剥
片
２５
、
３‐
　
⑨
剥
片
１４
↓
３７
↓
６
　
⑩
剥
片

３
、
１３
↓
‐９
　
⑭
剥
片
４
　
⑫
剥
片
２‐
↓

２８
　
⑬
剥
片
１０

（剥
片
１９
の
後
、
⑭
の
前
）
　

⑭
剥
片
１１
、
ア
↓
３４
↓
３６
↓
２６
↓
２
↓
１６
↓
‐５
　
⑮
下
設

打
面
か
ら
の
剥
離
―
剥
片
２９
‐

〈
剥
片
生
産
の
あ
り
方
〉

素
材
は
大
形
の
扁
平
礫
で
あ
ろ
う
。
剥
片
１８
は
』
を
打
面
と
し
て
剥
離
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
ｍ
を
作

業
面
と
し
、
国
を
打
面
と
し
て
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
①
、
②
は
そ
の
一連
の
も
の
で
あ
り
、
剥
片

‐２
剥
離
の
た
め
の
稜
形
成
の
調
整
で
あ
る
。
　
そ
し
て
③
は
剥
片
１２
の
打
面
作
出
で
あ
る
。　
剥
片
２４
は
に
、

２３
は
』
を
打
面
と
し
て
い
る
。
⑤
は
⑥
の
た
め
の
稜
形
成
の
調
整
で
あ
る
。
剥
片
４
の
下
部
の
み
に
施
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
、
剥
離
に
は
作
業
面
と
側
面
と
が
な
す
稜
を
利
用
し
て
い
る
。

⑥
以
降
⑭
志
で
は
打
面
と
作
業
面
を
交
互
に
か
え
な
が
ら
目
的
剥
片
を
剥
離
し
て
い
る
。
』
面
は
、
②
、

⑨
、
⑭
で
は
作
業
面
と
し
て
、
③
、
⑩
で
は
打
面
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
剥
片
１４
の
剥
離
以
前
に
稜

形
成
の
調
整
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
讀
で
打
面
で
あ
っ
た
面
に
稜
が
形
成
さ
れ
る
。
』

を
作
業
面
と
し
た
場
合
は
、
国
を
打
面
と
し
て
も
剥
片
が
剥
離
さ
れ
る
。
⑥
が
そ
れ
で
あ
り
、
⑦
、
◎
、

⑭
か
ら
得
ら
れ
た
剥
片
の
背
面
に
は
横
方
向
の
剥
離
痕
が
と
ど
め
ら
れ
る
。
剥
片
３
に
は
稜
形
成
の
調
整

が
み
と
め
ら
れ
る
。
剥
片
２８
の
打
面
に
は
』
を
打
面
と
す
る
剥
離
、
背
面
左
側
に
は
』
を
作
業
面
と
す
る

剥
離
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

⑬
に
よ
り
作
業
面
が
再
生
さ
れ
、
稜
が
形
成
さ
れ
た
後
、
⑭
の
作
業
が
行
な
わ
れ
る
。
⑭
に
際
し
打
面

が
転
位

さ
れ
て
い
る
。

本
資
料
で
は
、
ひ
と
つ
の
打
面
か
ら
連
続
し
て
目
的
剥
片
の
剥
離
は
行
な
わ
れ
ず
、
か
な
り
頻
繁
に
打

面
が
転
位
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
稜
形
成
の
調
整
も
転
位
の
た
び
に
み
と
め
ら
れ
る
。

田
岩
Ｍ

（第
４７
～
４９
図
版
）

石
材
は
流
紋
岩
。
石
核
４
点
、
剥
片
１３
点
よ
り
な
る
。

〈剥
離
の
順
序
〉

①
剥
片
１
↓
１１
１
４
　
②
剥
片
１３
↓
３
　
③
剥
片
フ
　
④
剥
片
１２
↓
６
↓
８
　
⑤
剥
片
９
↓
２
↓
５
　
⑥

剥
片
１０

〈剥
片
生
産
の
あ
り
方
〉

素
材
は
礫
と
思
わ
ね
る
。
両
側
面
に
は
自
然
面
が
残
さ
れ
て
い
る
。
Ｍｃ
を
み
る
と
、
剥
片
１３
の
剥
離
以



前
に
、
作
業
面
側
よ
り
横
方
向
の
剥
離
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
側
面
調
整
あ
る
い
は
稜
形
成
の
調
整
で
あ

る
。
そ
の
後
、
先
ず
下
設
打
面
を
用
い
て
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
次
い
で
打
面
が
転
位
さ
れ
る
。
剥

片
４
は
打
面
再
生
剥
片
、
１１
と
４
は
打
面
調
整
剥
片
で
あ
る
。
Ｍｅ
を
打
面
す
る
②
、
④
で
は
打
面
調
整
は

頻
繁
に
な
さ
れ
て
い
る
。
③
は
打
面
再
生
で
あ
る
。
⑤
、
⑥
は
③
に
よ
り
作
出
さ
れ
た
面
に
加
撃
し
、
調

整
は
さ
れ
て
い
な
い
。
剥
片
９
、
２
、
５
の
打
面
は
大
き
い
。
少
な
＜
と
も
、
剥
片
１３
以
降
で
は
、
剥
片
は

下
設
打
面
か
ら
剥
離
さ
れ
て
い
な
い
。
本
資
料
の
剥
片
は
寸
詰
り
の
傾
向
が
あ
る
。
石
核
は
両
設
打
面
を

塁
す
る
。

田
岩
Ｎ

（第
５０
図
版
）

石
材
は
流
紋
岩
、
粗
質
で
あ
る
。
剥
片
１２
点
よ
り
な
る
。

〈剥
離
の
順
序
〉

④
剥
片
９
↓
１０
　
②
剥
片
５
↓
８
↓
２
↓
３
＋
４
↓
「
↓
フ
↓
１３
↓
４
　
③
剥
片
６

（剥
片
５
の
後
、
１１

の
前
）

④
剥
片
‐２

（剥
片
２
の
後
、
１３
の
前
）

〈剥
片
生
産
の
あ
り
方
〉

素
材
に
は
一扁
平
な
礫
を
用
い
て
い
る
。
ほ
ぼ
平
行
す
る
自
然
面
を
両
側
面
に
し
、
長
方
形
を
呈
す
る
作

業
面
の
短
辺
上
に
打
面
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
①
は
稜
形
成
の
調
整
、
②
～
④
は
目
的
剥
片
生
産
の
工
程

で
あ
る
。
稜
形
成
の
後
、
目
的
剥
片
を
連
続
的
に
剥
離
し
て
い
る
。
打
面
は
単
設
で
あ
る
。
剥
片
２
、
５
、

６
の
接
含
状
態
よ
り
打
面
調
整
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
目
的
剥
片
は
す
べ
て
破
損
し
て
い
る
。

田
岩
○

（第
５‐
、
５２
図
版
）

石
材
は
流
紋
岩
。
石
核
の
破
片
４
点
と
剥
片
６
点
か
ら
な
る
。

〈剥
離
の
順
序
〉

①
Ｏａ
面
に
み
ら
れ
る
横
方
向
の
剥
離
　
②
剥
片
３
↓
２
↓
４
↓
７
　
③
剥
片
５

（剥
片
２
の
後
、
④
の
前
）

④
剥
片
６

〈剥
片
生
産
の
あ
り
方
〉

①
は
、
稜
形
成
の
調
整
で
あ
る
。
①
の
後
、
目
的
剥
片
が
生
産
さ
れ
る
。
剥
片
３
の
剥
離
に
先
立
っ
て
、

再
び
、
稜
が
細
か
な
剥
離
で
調
整
さ
れ
て
い
る
。
打
面
は
単
設
で
あ
り
、
打
面
調
整
が
み
と
め
ら
れ
る
。

剥
片
６
は
石
核
の
背
面
側
か
ら
の
加
撃
に
よ
り
剥
離
さ
れ
て
い
る
。
剥
片
２
、
３
の
打
面
は
二
次
加
工
に

よ
っ
て
除
去
さ
れ
て
い
る
。
石
核
４
は
破
損
し
て
お
り
、
④
以
後
の
作
業
は
不
明
で
あ
る
。

田
岩
Ｐ

（第
５３
図
版
）

石
材
は
流
紋
岩
。
石
核
１
点
、
剥
片
３
点
よ
り
な
る
。

接
合
し
た
剥
片
の
剥
離
順
序
は
３
↓
１
↓
２
で
あ
る
。
剥
片
４
は
打
面
調
整
剥
片
で
あ
る
。
目
的
剥
片

は
Ｐｅ
を
打
面
と
し
て
剥
離
さ
れ
て
い
る
。
石
核
に
は
４ｂ
面
を
打
面
と
す
る
下
方
か
ら
の
剥
離
痕
も
残
さ
れ

て
い
る
。
打
面
調
整
は
頻
繁
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
稜
形
成
の
調
整
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
剥
離
の

進
行
に
よ
っ
て
石
核
は
一扁
平
に
な
り
、
下
部
縁
辺
に
は
細
か
な
剥
離
痕
が
表
裏
に
み
と
め
ら
れ
る
。

田
岩
Ｑ

（第
５４
図
版
）

石
材
は
流
紋
岩
。
目
的
剥
片
４
点
よ
り
な
る
。
剥
片
の
剥
離
順
序
は
４
↓
２
↓
３
↓
４
で
あ
る
。
剥
片

４
の
背
面
に
は
下
万
か
ら
の
剥
離
が
み
と
め
ら
れ
、
打
面
転
位
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
じ
＜
、

剥
片
４
の
背
面
に
は
横
方
向
か
ら
の
剥
離
痕
が
残
さ
れ
て
い
る
。
剥
片
１
、
４
の
打
面
は
調
整
さ
れ
て
い

る
。
剥
片
は
４
点
と
も

、
縁
辺
に
は
刃
こ
ぼ
れ
が
み
と
め
ら
れ
る
。

田
岩
Ｒ

（第
５５
図
版
）

石
材
は
流
紋
岩
。
石
核
４
点
、
剥
片
３
点
よ
り
な
る
。

剥
片
の
剥
離
順
序
は
２
↓
３
↓
４
で
あ
る
。

素
材
は
大
形
の
剥
片
で
あ
ろ
う
。
Ｒｅ
に
打
面
が
作
出
さ
れ
た
後
、
打
面
を
調
整
し
な
が
ら
、
小
形
の
剥

片
が
剥
離
さ
れ
て
い
る
。
最
終
的
に
打
面
は
Ｒｂ
に
転
位
さ
れ
、
石
核
下
部
か
ら
の
剥
離
が
２
回
行
な
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
石
核
の
下
部
縁
辺
に
は
微
細
な
剥
離
が
み
ら
れ
る
。

田
岩
Ｓ

（第
５６
図
版
）

石
材
は
粗
雑
な
流
紋
岩
で
あ
る
。
石
核
４
点
、
剥
片
２
点
か
ら
な
る
。

剥
片
の
剥
離
順
序
は
２
↓
３
で
あ
る
。

石
核
の
背
面
は
節
理
面
で
あ
あ
わ
れ
て
い
る
。
作
業
面
Ｓａ
に
対
し
て
上

。
下

・
左
の
３
方
向
か
ら
剥
離

さ
れ
て
い
る
。
打
面
は
、
お
お
ま
か
に
見
れ
ば
、
下
↓
上
↓
左
へ
と
転
位
さ
れ
て
い
る
。

田
岩
丁

（第
５７
図
版
）

石
材
は
流
紋
岩
、
剥
片
６
点
よ
り
な
る
。
剥
片
４
と
５
と
は
接
合
す
る
。
す
な
わ
ち
和
と
ｍ
と
は
同

一

個
体
で
あ
る
。

剥
片
の
剥
離
順
序
は
、
３
↓
４
↓
２
↓
４
↓
５
↓
６
で
あ
る
。

自
然
面
の
残
り
方
よ
り
、
一属
平
な
素
材
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
両
側
面
は
ほ
ぼ
平
行
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
打
面
を

一
端
に
設
定
し
、
打
面
調
整
を
頻
繁
に
加
え
な
が
ら
、
目
的
剥
片
を
剥
離

し
て
い
る
。
稜
形
成
の
調
整
の
痕
跡
が
、
剥
片
１
の
背
面
に
残
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
剥
片
の
縁
辺
に

は
微
細
剥
離
痕
が
観
察
さ
れ
る
。



０
　
剥
片
生
産
技
術
の
分
類

前
節
で
説
明
し
た
接
合
資
料
は
、
打
面
と
作
業
面
の
あ
り
方
に
基
づ
い
て
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

Ｉ
類

（田
岩
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｎ
、
Ｏ
、
丁
）

一
つ
の
作
業
面
に
対
し
て

一
つ
の
打
面
が
作
出
さ
れ
、
剥
片
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
。

Ⅱ

類

（
田

岩

Ａ

、

圧

、

Ｍ

、

Ｐ

、

Ｑ

、

Ｒ

）

一
つ
の
作
業
面
に
対
し
て
そ
の
両
端
に
打
面
が
作
出
さ
れ
、
剥
片
生
産
が
あ
こ
な
わ
れ
る
も
の
。

ⅡＩ

類

（
田

岩

Ｆ

、

Ｇ

、

日

、

Ｌ

）

複
数
の
作
業
面
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
面
に
対
し
原
則
と
し
て

一
つ
の
打
面
が
設
定
さ
れ
剥

片
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
。
作
業
面
は
随
時
新
し
＜
設
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
に
は
打
面
も
同
時
に

移
さ
れ
る
。
新
設
の
作
業
面
は
以
前
の
作
業
面
と
直
交
す
る
位
置
に
設
定
さ
れ
る
。
作
業
の
進
行
に
よ
っ

て
は
旧
作
業
面
へ
と
戻
る
こ
と
も
あ
る
。

Ⅳ
類

（田
岩
―
、
Ｓ
）

ひ
と
つ
の
作
業
面
に
対
し
て
複
数
の
打
面
が
設
定
さ
れ
、
剥
片
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
。
田
岩
―

で
は
、
打
面
は
二
ヶ
所
と
も
剥
片
生
産
に
先
立
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

接
合
資
料
か
ら
理
解
さ
れ
た
剥
片
生
産
技
術
の
特
徴
に
つ
い
て
志
と
め
て
み
る
。

石
核
の
素
材
と
し
て
は
、
各
類
と
も
礫
、
分
割
片
、
大
形
の
剥
片
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
概
し
て
扁
平

な
素
材
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
試
た
、
素
材
は
平
坦
な
自
然
面
あ
る
い
は
節
理
面
を
有
し
て
い
る
も
の
が

多
＜
、
Ｉ
類
、
Ｈ
類
で
は
そ
れ
を
石
核
の
側
面
と
し
て
い
る
。
素
材
の
大
き
さ
は
多
様
で
あ
り
、
類
ご
と

に
志
と
意
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。

打
面
の
作
出
を
お
こ
な
わ
ず
に
、
節
理
面
を
そ
の
赤
誅
打
面
と
し
て
利
用
す
る
例
が
Ⅲ
、
Ⅳ
類
の

一
工

程
に
み
ら
れ
る
。

石
核
の
側
面
に
調
整
が
加
え
ら
れ
る
場
合
と
自
然
面
志
た
は
節
理
面
で
そ
れ
に
代
え
る
場
合
と
が
あ
る
。

石
核
調
整
は
、
作
業
面
側
か
ら
加
え
る
場
合
も
背
面
側
か
ら
加
え
る
場
合
も
あ
る

（田
岩
Ｂ
、
印
、
巨
、
Ｍ
Ｙ

そ
れ
に
よ
っ
て
両
側
面
は
ほ
ぼ
平
行
に
な
る
。
田
岩
Ｃ
で
は
、
平
行
す
る
平
坦
な
自
然
面
を
両
側
面
と
し

て
利
用
し
、
側
面
調
整
を
省
略
し
て
い
る
。
両
側
面
が
平
行
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
工
程
の
初

期
の
段
階
で
作
業
面
の
幅
が
決
定
さ
れ
、　
作
業
面
と
側
面
と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
る
。
　
Ｉ
、
Ｈ
類
で
は

側
面
が
ほ
ぼ
平
行
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
結
果
、
目
的
剥
片
生
産
工
程
で
は
、
打
点
は
打
面
の
周

り
を
巡
る
と
い
う
こ
と
は
原
則
と
し
て
起
り
え
ず
、
石
核
の
背
面
に
向
か
っ
て
ジ
グ
ザ
グ
に
移
っ
て
い
＜

こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
石
核
の
側
面
が
平
行
す
る
こ
と
は
、
後
の
工
程
を
規
定
す
る
重
要
な
作
業

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

稜
形
成
の
調
整
は
、　
Ｉ
、
Ⅱ
類
で
は
認
め
ら
れ
る
が
、
Ⅲ
類
で
の
有
無
は
、
接
合
資
料
か
ら
は
判
断
で

き
な
い
。
目
的
剥
片
が
連
続
的
に
取
ら
れ
て
い
＜
時
に
は
、
以
前
の
剥
片
の
剥
離
に
よ
っ
て
作
業
面
に
残

さ
れ
た
稜
を
意
識
し
て
剥
離
作
業
が
進
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
稜
形
成
の
調

整
は
剥
片
生
産
に
先
立
っ
て
作
業
面
に
最
初
の
稜
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
と
考
え
る
。
作

業
の
途
中
で
こ
の
調
整
が
行
な
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
Ⅲ
類
の
場
合
は
、
作
業
面
の
転
位
の
し
か
た
で
、

前
の
剥
離
作
業
が
次
の
作
業
の
際
の
稜
形
成
を
か
ね
る
こ
と
が
あ
る
。
作
業
面
の
稜
の
状
態
は
剥
片
の
形

に
大
き
＜
影
響
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

（冊
岩
ｍ
、
Ｎ
参
照
％

側
面
を
平
行
に
設
定
す
れ
ば
、
作
業
が
進
行
し
て
も
作
業
面
と
側
面
に
よ
っ
て
常
に
稜
は
存
在
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
縦
長
の
剥
片
を
得
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
可
能
な
限
り
作
業
面
の
幅
は
狭
＜

し
た
ほ
う
が
、
作
業
面
の
稜
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
作
業
に
は
有
効
で
あ
る

（田
岩
Ｃ
、
Ｎ
参
照
Ｙ

頭
部
調
整
は
、
剥
離
の
直
前
に
お
こ
な
わ
れ
、
目
的
剥
片
の
加
撃
方
向
と
同
じ
小
剥
離
に
よ
る
調
整
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
前
の
剥
離
に
よ
っ
て
打
面
と
作
業
面
と
が
な
す
縁
辺
に
ひ
さ
し
状
に
生
ず
る
小
突
起
を

除
去
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
頭
部
調
整
は
Ｉ
～
Ⅲ
類
に
み
ら
れ
る
が
、
Ⅳ
類
に
つ
い

て
は
不
明
で
あ
る
。

打
面
調
整
と
打
面
再
生
と
を
厳
密
に
区
別
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
な
い
。
こ
こ
で
は
便
宜
的
に

打
面
再
生
剥
片
を
打
面
の
大
部
分
を
と
り
こ
ん
で
い
る
も
の
と
し
て
打
面
調
整
剥
片
と
区
別
し
た
。
打
面

調
整
剥
片
に
は
、
田
岩
Ｇ
の
１０
、
１１
、
２‐
と
田
岩
Ｂ
の
２
、
６
、
１２
、
‐４
の
よ
う
に
０
比
較
的
大
き
な
も

の
と
②
小
形
の
も
の
と
が
あ
る
。
打
面
再
生
は
、
打
面
と
作
業
面
の
な
す
角
の
補
正
を
目
的
と
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る

（柳
田

。
藤
原
　
一
九
八

一
％

田
岩
Ｇ
の
１１
↓
２‐
の
剥
離
の
間
に
は
作
業
面
か
ら
の

剥
離
は
行
な
わ
れ
ず
、
何
枚
か
打
面
に
対
し
て
調
整
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
０
が
数
回

剥
離
さ
れ
て
打
面
が
再
生
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
わ
か
る
。
②
に
よ
る
調
整
に
対
し
て
は
加
撃
点
の
決
定

と
い
う
目
的
が
与
え
ら
れ
て
い
る

（渋
谷
　
一
九
七
六
％
　
志
た
、
田
岩
Ａ
や
Ｇ
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程

中
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
打
面
調
整
を
せ
ず
に
、
目
的
剥
片
が
生
産
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
得

ら
れ
る
剥
片
は
、
概
し
て
寸
詰
ま
り
の
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

打
面
転
位
は
Ⅱ
類
に
特
有
な
も
の
で
あ
る
。
複
数
の
打
面
を
も
つ
Ⅲ
類
や
Ⅳ
類
の
場
合
は
、
厳
密
な
意

味
の
打
面
転
位
で
は
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
打
面
を
移
す
こ
と
が
、　
一
連
の
工
程
の
な
か
で

大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
、
打
面
転
位
を
除
け
ば
、
剥
片
生
産
技
術
の
各
類
型
を
特
徴
つ
け
る
調
整
技
術
は
み
ら
れ
ず
、
各

類
に
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
各
調
整
技
術
は
、
目
的
剥
片
の
生
産
の
た
め
に
出
要
に
応
じ
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。



０
　
石
核
に
つ
い
て

各
剥
片
生
産
技
術
か
ら
結
果
と
し
て
残
さ
れ
る
石
核
の
特
徴
を
挙
げ
て
お
＜
。

Ｉ
類
か
ら
は
単
設
打
面
の
石
核
、
Ⅱ
類
か
ら
は
両
端
打
面
の
石
核
が
原
則
と
し
て
得
ら
れ
る
。
し
か
し
、

Ｈ
類
で
も
転
位
後
の
剥
離
作
業
の
進
行
に
よ
っ
て
は
、
石
核
が
み
か
け
上
は
単
設
打
面
を
塁
す
る
こ
と
も

あ
る
。
た
だ
し
、
接
合
資
料
に
は
そ
の
例
は
な
い
。
Ⅲ
類
で
は
、
や
や
扁
平
な
直
万
体
状
の
石
核
が
え
ら

れ
る
。
こ
れ
は
作
業
面
と
作
業
面
と
が
直
交
す
る
よ
う
な
位
置
関
係
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。
第
３４
図
版
２３

が
典
型
例
で
あ
る
が
、
打
面
と
作
業
面
の
移
さ
れ
方
に
よ
っ
て
い
＜
つ
か
の
パ
ラ
エ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
＜

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
逆
に
、
石
核
だ
け
を
見
た
場
合
、
そ
れ
が
Ⅲ
類
に
属
す
る
の
が
、
あ
る
い
は
、

側
面
調
整
を
う
け
た
Ｉ
、
Ｈ
類
な
の
か
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
も
あ
ろ
う
。
Ⅳ
類
で
は
、
ひ
と
つ

の
作
業
面
に
互
に
直
交
す
る
加
撃
方
向
を
持
つ
剥
離
痕
を
残
す
石
核
が
え
ら
れ
る
。
日
岩
―
と
Ｓ
と
は
素

材
の
用
い
方
が
異
な
り
、
讀
た
田
岩
Ｓ
の
作
業
が
進
行
し
た
場
合
に
は
い
わ
ゆ
る
円
盤
形
石
核
へ
と
変
化

し
て
い
＜
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
細
分
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

六
、
石
器
製
作
に
つ
い
て

０
　
接
合
資
料
に
つ
い
て

田
岩
Ｊ

（第
３９
、
４０
図
版
）

石
材
は
流
紋
岩
。
彫
刻
刀
２
点
、
い
わ
ゆ
る
ポ
イ
ン
ト

・
フ
レ
イ
ク
５
点
、
ビ
ュ
ア
リ
ン

・
ス
ポ
ー
ル

ー
点
か
ら
な
る
。
両
面
加
工
石
器
の
製
作
途
中
に
破
損
し
た
も
の
を
素
材
と
し
て
彫
刻
刀
を
製
作
し
た
も

の
の
接
合
資
料
で
あ
る
。
第
３９
図
版
Ｊａ
、
Ｊｂ
、
Ｊｃ
は
全
資
料
が
接
合
し
た
状
態
、
Ｊｄ
、
Ｊｅ
は
ポ
ィ
ン
ト

・

フ
レ
イ
ク
を
剥
離
し
た
後
の
破
損
の
直
前
の
状
態
を
示
す
。

素
材
は
、
加
工
が
か
な
り
進
ん
で
い
る
た
め
明
ら
か
で
な
い
が
、
縦
断
面
の
彎
曲
の
度
合
な
ど
か
ら
大

形
の
石
刃
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

接
合
し
た
剥
片
の
剥
離
順
は
、
Ｊａ
面
に
お
い
て
剥
片
４
↓
８
↓
５
↓
３
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
め
面
に
接

合
し
て
い
る
剥
片
ア
と
の
前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
剥
片
の
特
徴
に
つ
い
て
意
と
め
る
。
剥
片
の
長
幅

の
相
関
図
は
第
８
図
に
示
す
が
、
長
幅
は
ほ
ぼ
１
対
４
と
な
る
。
剥
片
５
、
３
、
ア
の
背
面
に
は
腹
面
の

加
撃
方
向
と
逆
方
向
の
剥
離
面
、
す
な
わ
ち
対
辺
か
ら
の
加
工
の
痕
跡
を
有
し
て
い
る
。
器
体
に
対
す
る

剥
離
の
入
り
方
を
み
る
と
、
剥
片
３
は
反
対
縁
辺
き
で
剥
離
が
抜
け
て
お
り
、
５
、
ア
で
も
反
対
側
辺
近

＜
志
で
剥
離
が
及
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
対
し
４
、
８
は
、
ほ
ぼ
中
央
付
近
ま
で
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

加
工
が
進
む
に
つ
れ
て
剥
離
は
よ
り
奥
に
入
る
こ
と
が
わ
か
る
。
剥
片
３
の
腹
面
は
か
な
り
彎
曲
し
て
い

る
が
、
５
は
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
る
。
打
角
は
、
４
が
‐３４
度
、
８
が
‐２９
度
、
３
が
‐４５
度
、
ア
が
１０４
度
で
あ
る
（
５
。

は
打
面
を
欠
い
て
い
る
Ｙ
打
面
構
成
は
、
４
と
８
の
打
面
は
４
面
で
あ
る
が
、
３
と
フ
は
複
数
打
面
で
あ

る
。
４
例
と
も
剥
片
剥
離
に
先
立
っ
て
頭
部
調
整
が
施
さ
れ
て
い
る
。
打
面
の
大
き
さ
は
４
例
と
も
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
っ
て
、
打
面
幅
の
平
均
は
五

。
九
ｍｍ
、
打
面
厚
の
平
均
は

一
。
六
ｍｍ
で
あ
る
。
剥
片
３
の
末
端

に
は
加
工
痕
ま
た
は
使
用
痕
と
考
え
ら
れ
る
微
細
な
剥
離
痕
を
と
ど
め
て
い
る
。
ま
た
３
は
中
央
部
で
破

損
し
て
い
る
。

接
△□状
態
に
お
け
る
大
き
さ
は

一
九

・
五
四
×
四

・
八
九
×
二

・
二
九
釧
で
あ
る
。
厚
さ
の
計
測
個
所

は
破
損
の
直
前
で
は

一
。
三
二
ｍ
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
剥
片
３
～
５
、
フ
、
８
の
剥
離
に
よ

っ
て
石
器
の
厚
さ
は
確
実
に
減
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

両
面
加
工
石
器
の
折
れ
面
は
Ｊｅ
に
お
け
る
剥
離
面
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
破
損
は
そ
の
剥
離
と

同
時
に
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
意
図
的
に
分
割
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
破
損
後
は
、
両
破
片
と
も
彫
刻

刀
の
素
材
に
転
用
さ
れ
て
い
る
。

第
４０
図
版
４
は
、
折
れ
面
を
打
面
と
し
て
少
な
＜
と
も
３
回
の
剥
離
に
よ
っ
て
彫
刻
刀
面
が
作
出
さ
れ

て
い
る
。
ピ
ュ
ア
リ
ン

・
ス
ポ
ー
ル
６
が
接
合
し
て
い
る
。
素
材
の
縁
辺
を
除
去
し
た
最
初
の
剥
離
面
は

非
常
に
平
坦
で
あ
る
。
八

・
〇
五
×
三

・
八
八
×
一
。
四
三
ｍ
。

同
図
版
２
も
折
れ
面
を
打
面
と
し
て
ス
ポ
ー
ル
が
剥
離
さ
れ
て
い
る
。　
〓
二
。
四
五
×
四

・
八
三
×

一

。
三
四
Ｃｍ
。

１
の
製
作
技
術
に
つ
い
て
み
る
。
ス
ポ
ー
ル
の
剥
離
に
先
立
っ
て
、
破
損
後
も
加
工
が
施
さ
れ
稜
の
調

整
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
６
の
剥
離
の
た
め
に
は
頭
部
調
整
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
６
の
打
面

は
非
常
に
小
さ
い
。
こ
れ
ら
の
ビ
ュ
ア
リ
ン

・
ス
ポ
ー
ル
の
剥
離
技
術
は
石
刃
の
剥
離
技
術
と
非
常
に
よ

＜
似
て
い
る
。
６
の
周
縁
に
は
刃
こ
ぼ
れ
が
み
と
め
ら
れ
る
。
６
は
五

・
六
八
×
一
。
四
九
×
〇

・
五
九

ｃｍ
で
あ
る
。

田
岩
Ｋ

（第
４‐
図
版
）

石
材
は
流
紋
岩
。
ス
ク
レ
イ
バ
ー
に
調
整
剥
片
３
点
が
接
合
し
て
い
る
。
厚
手
の
石
刃
を
素
材
と
す
る
。

素
材
の
背
面
に
は
、
腹
面
の
加
撃
方
向
と
直
交
す
る
剥
離
面
が
あ
る
。
素
材
の
打
面
は
調
整
打
面
で
あ
り
、

頭
部
調
整
も
施
さ
れ
て
い
る
。

二
次
加
工
は
、
０
背
面
の
稜
上
か
ら
か
ら
と
、
②
腹
面
を
打
面
に
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
赤
た
未
端

部
に
は
数
条
の
フ
ル
ー
テ
イ、，ン
グ
状
の
剥
離
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
刃
角
は
約
８０
度
で
あ
る
。

剥
片
２
、
３
、
４
の
剥
離
は
０
に
属
す
る
も
の
で
、
剥
片
は
い
ず
れ
も
内
側
に
彎
曲
し
て
い
る
。
剥
離

順
序
は
４
↓
３
↓
２
で
あ
る
。
こ
の
３
点
の
長
幅
相
関
図
は
第
９
図
に
示
し
て
あ
る
。
剥
片
２
、
３
は
そ

の
末
端
に
素
材
の
腹
面
を
と
り
こ
ん
で
い
る
。
剥
片
３
の
右
端
の
尖
端
部
に
は
微
細
な
剥
離
痕
を
と
ど
め

て
い
る
。
剥
片
２
の
左
端
に
は
フ
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
と
思
わ
れ
る
剥
離
痕
が
認
め
ら
れ
、
剥
片
２
に
よ
っ
て



刃
部
が
再
生
さ
れ
て
い
る
と
い
ぇ
る
。

４
の
折
れ
面
は
、
基
部
周
辺
の
二
次
加
工
を
切
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
破
損
は
背
面
稜
上
か
ら
の
剥
離
と

同
時
に
生
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
と
剥
片
２
が
刃
部
を
切
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
赤
ず
素
材
の
打
面
周
辺
か
ら
左
側
縁
に
二
次
加
工
が
施
さ
れ
、　
一
旦
エ
ン
ド
ス
ク
レ
ィ
バ

ー
と
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
が
、
次
い
で
素
材
背
面
の
稜
上
か
ら
の
二
次
加
工
を
ｌｃ
面
側
に
施
し
て
い
る

途
中
で
破
損
を
生
じ
た
。
し
か
し
二
次
加
工
は
素
材
の
腹
面
を
打
面
と
し
て
さ
ら
に
続
け
ら
れ
て
い
る
。

讀
た
、
破
損
部
を
基
部
と
し
、
そ
の
周
辺
に
も
二
次
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
側
辺
へ
の
二
次
加

工
は
ｌｃ
側
に
だ
け
二
次
加
工
さ
れ
、
幅
を
減
じ
て
い
る
。
こ
の
二
次
加
工
の
や
り
方
は
舟
底
形
石
器
の
調

整
と
類
似
し
て
い
る
。

接
合
状
態
Ｋ
に
お
け
る
大
き
さ
は
、　
〓
二
・
五
〇
×
三

。
九
四
×
二

・
八
四
釧
で
あ
る
。
こ
れ
は
ほ
ぼ

素
材
の
大
き
さ
を
表
わ
し
て
い
る
。
破
損
後
の
大
き
さ
は
、　
一
〇

・
〇
八
×
二

・
七
八
×
二

・
三

一
釧
で

あ
る
。

０

石
器
の
素
材
に
つ
い
て

モ
サ
ン
ル
遺
跡
か
ら
出
上
し
た
石
器

（
引
ｏ
Ｑ

）
の
総
数
は
４‐
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
資
料
の
○

。
六

％
に
す
ぎ
な
い
。
石
器
組
成
を
第
４
表
に
示
す
。
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
ス
ク
レ
イ
バ

ー
類
の
出
上
が
多
い
。
こ
の
組
成
に
は
不
定
形
石
器
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

石
器
と
素
材
の
関
係
は
第
２
表
に
示
し
た
。
鋼
点
の
う
ち
で
石
刃
素
材
の
石
器
は
３‐
点
あ
る
。
石
器
の

素
材
と
し
て
石
刃
が
占
め
る
割
合
は
か
な
り
高
い
。
七
の
０
の
石
刃
の
分
類
に
従
え
ば
、
Ｉ
類
１１
点
、
Ⅱ

ａ
類
９
点
、
Ⅱ
ｂ
類
２
点
、
Ⅲ
類
９
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
Ａ
ト
レ
ン
チ
５
区
の
完
形
石
刃
、
（第
３
表
）
の

比
率
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
石
器

（
「
ｏ
Ｑ
）
の
点
数
が
十
分
で
な
い
た
め
、
石
器
か
ら
目
的
剥
片
の
類

推
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
接
合
資
料
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
た
目
的
剥
片
生
産
工
程
に
属
す
る
目

的
剥
片
と
比
較
し
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

七
、
石

刃

の

分

析

接
含
資
料
に
よ
っ
て
現
象
的
に
把
握
さ
れ
た
剥
片
生
産
技
術
の
類
型
が
、
単
な
る
現
象
面
に
と
ど
ま
る

も
の
な
の
が
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
を
意
識
的
に
分
離
さ
れ
行
な
わ
れ
、
何
ら
か
の
有
意
な
ま
と
志
り
を

も
っ
て
い
る
の
か
を
検
証
す
る
。
そ
こ
で
、
剥
片
に
見
ら
れ
る
形
態
的
属
性
及
び
技
術
的
属
性
か
ら
そ
こ
に

有
意
な
ま
と
誅
り
が
み
と
め
ら
れ
る
か
を
分
析
し
て
い
＜
。
そ
こ
で
分
析
対
象
と
し
て
接
合
資
料
中
の
目

的
剥
片
と
さ
ら
に
ほ
ぼ
両
側
縁
が
平
行
す
る
も
の
を
石
刃
と
し
、
出
上
点
数
の
多
い
Ａ
ト
レ
ン
チ
５
区
か

ら
抽
出
し
た
石
刃
を
選
ん
だ
。
後
者
に
は
目
的
剥
片
生
産
工
程
以
外
で
偶
然
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
も

の
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
そ
の
数
は
、
接
含
資
料
か
ら
い
っ
て
も
少
な
い
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

０
　
石
刃
の
分
析

形
態
的
属
性
と
し
て
長
さ
、
幅
、
厚
さ
を
選
ぶ
。
接
含
資
料
の
目
的
剥
片
の
長
幅
相
関
分
布
、
幅
厚
相

関
分
布
を
第
４
図
か
ら
第
１６
図
、
石
刃
の
そ
れ
を
第
１７
図
か
ら
第
２６
図
に
示
し
て
あ
る
。

Ａ
ト
レ
ン
チ
５
区
の
完
形
石
刃
の
長
幅
分
布
、
厚
幅
分
布
を
そ
れ
ぞ
れ
第
１７
図
、
第
２２
図
に
示
し
た
。

参
考
と
し
て
破
損
品
の
そ
れ
も
図
示
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
完
形
資
料
の
分
布
を
重
視
す
る
。
両
図
か

ら
そ
の
分
布
に
は
明
確
な
有
意
差
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
全
体
と
し
て
ひ
と
つ
の
議
と
ま
り
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
も
の
と
考
ぇ
る
。

次
に
接
合
資
料
中
の
目
的
剥
片
の
長
幅
、
厚
幅
の
分
布
の
あ
り
万
と
石
刃
全
体
の
あ
り
方
を
比
較
し
て

み
る

（第
２７
、
２８
図
ヽ

少
な
＜
と
も
、
接
含
資
料
ご
と
の
分
布
範
囲
に
大
き
な
差
は
み
と
め
ら
れ
ず
、
か

つ
、
そ
れ
は
石
刃
全
体
の
分
布
の
集
中
部
分
に
重
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
石
刃
全
体
の
分
布
は
、

本
来
異
な
る
分
布
を
も
つ
い
＜
つ
か
の
讀
と
誅
り
の
集
合
と
し
て
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
石
刃
全
体
の
分
布
の
集
中
部
分
で
重
複
す
る
分
布
範
囲
を
も
つ
い
＜
つ

か
の
ま
と
ま
り
の
集
合
に
よ
り
、
全
体
の
分
布
が
な
り
た
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

つ
い
で
、
石
刃
に
見
ら
れ
る
技
術
的
属
性
と
し
て
背
面
構
成
を
と
り
あ
げ
、
検
討
を
＜
わ
え
て
い
＜
。

剥
片
生
産
技
術
を
考
慮
し
、
石
刃
の
背
面
を
構
成
す
る
剥
離
面
の
加
撃
方
向
に
基
づ
き
、
石
刃
を
次
の
よ

う
に
分
類
す
る
。

Ｉ
類
　
背
面
が
腹
面
と
同

一
方
向
の
剥
離
面
の
み
で
構
成
さ
れ
る
も
の

Ⅱ
類
　
背
面
に
腹
面
と
は
逆
の
加
撃
方
向
の
剥
離
面
を
も
つ
も
の

Ⅱ
ａ
類
　
逆
方
向
の
も
の
を
除
＜
と
背
面
の
加
撃
方
向
と
同
方
向
の
剥
離
面
で
構
成
さ
れ
る
も
の

Ⅱ
ｂ
類
　
Ⅱ
ａ
類
に
さ
ら
に
横
方
向
の
剥
離
面
を
加
え
た
も
の

Ⅲ
類
　
背
面
が
横
方
向
の
み
の
剥
離
面
で
構
成
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
腹
面
と
同

一
方
向
の
剥

離
面
を
も
つ
も
の

こ
れ
に
従
っ
て
Ａ
ト
レ
ン
チ
５
区
の
石
刃
を
分
類
す
れ
ば
、
第
３
表
の
よ
う
に
な
る
。

背
面
の
横
方
向
か
ら
の
剥
離
面
は
、
稜
形
成
の
調
整
痕
、
石
核
の
側
面
の
調
整
痕
、
剥
片
生
産
技
術
Ⅲ

類
に
お
け
る
旧
作
業
面
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

剥
片
生
産
技
術
Ⅳ
類
か
ら
は
こ
こ
で
い
う
と
こ
ろ
の
石
刃
は
原
則
と
し
て
生
産
さ
れ
な
い
。
石
刃
Ｉ
類

は
剥
片
生
産
技
術
Ｉ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
類
の
い
ず
れ
か
ら
も
生
産
さ
れ
う
る
。
石
刃
Ⅱ
ａ
類
は
剥
片
生
産
技
術
Ⅱ

類
か
ら
、
Ｈ
ｂ
類
は
剥
片
生
産
技
術
Ｈ
、
Ⅲ
類
か
ら
石
刃
Ⅲ
類
は
剥
片
生
産
技
術

Ｉ
、
Ｈ
、
Ⅲ
か
ら
得
ら

れ
る
。
以
上
よ
り
剥
片
生
産
技
術
の
類
型
と
石
刃
の
類
形
と
は
厳
密
に
１
対
１
の
対
応
は
み
と
め
ら
れ
な

い
。



つ
い
で
、
石
刃
の
各
類
ご
と
に
長
幅
相
関
分
布
、
厚
幅
相
関
分
布
を
第
２９
、
３０
図
に
示
し
た
。
図
よ
り
、

各
類
ご
と
の
分
布
範
囲
は
ほ
ぼ
重
り
あ
っ
て
お
り
、
長
幅
分
布
、
厚
幅
分
布
で
は
各
類
に
特
徴
的
な
讀
と

ま
り
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
把
握
さ
れ
る
。
石
刃
Ｉ
、
Ⅲ
類
は
剥
片
生
産
技
術
Ｉ
～
Ⅲ
類
の
い
ず
れ
が
ら

も
生
産
さ
れ
う
る
の
だ
か
ら
、
　
こ
の
結
果
は
当
然
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
そ
れ
に
反
し
、
　
石
刃
Ｈ

類
は
、
明
ら
か
に
両
設
打
面
を
も
つ
石
核
と
の
結
び
つ
き
が
強
＜
、
剥
片
生
産
技
術
Ｈ
類
か
ら
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
石
刃
Ⅱ
類
の
分
布
が
全
体
の
分
布
と
類
似
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
打
面
転
位
と
両
設
打
面
の
技
術
が
独
自
の
誅
と
誅
り
を
持
っ
て
い
る
可
能
性
は
少
な
い
。

以
上
よ
り
、
特
定
の
剥
片
生
産
技
術
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
剥
片
群
は
必
ず
し
も
大
き
さ
の
う
え
で
有

意
差
を
も
つ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
も
、
石
核
の
素
材
の
大
き
さ
に
剥
片
生
産
技
術
の
各

類
ご
と
の
選
択
性
が
み
ら
れ
ず
、
類
型
内
で
も
か
な
り
の
多
様
性
が
み
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
あ

る
程
度
当
然
の
結
果
と
い
え
る
。

０
　
石
刃
の
打
面

打
面
の
幅
と
厚
さ
が
計
測
可
能
な
資
料
１３９
点
に
つ
い
て
そ
の
幅
厚
分
布
を
第
３‐
図
に
示
す
。
石
刃
の
打

面
幅
は
〇

・
四
～
二

・
〇
釧
、
厚
さ
は
〇

。
一
～
〇

・
七

釧
に
集
中
部
分
が
み
と
め
ら
れ
る
。
そ
れ
以
上

大
き
＜
な
る
と
分
布
は
非
常
に
散
浸
と
な
る
。

①

打
面
構
成
と
石
刃
の
形
状

接
合
資
料
か
ら
、
打
面
調
整
を
な
さ
ず
に
剥
片
生
産
を
行
な
う
場
合
、
概
し
て
目
的
剥
片
は
寸
詰
志
り

に
な
る
傾
向
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
う
。

そ
こ
で
、
石
刃
の
打
面
構
成
を
自
然
面
讀
た
は
節
理
面
、
単

一
の
剥
離
面
、
複
数
の
剥
離
面
の
３
類
に

分
類
し
、
打
面
構
成
と
石
刃
の
形
状
の
関
係
を
み
る

（第
３３
図
ヽ

図
か
ら
は
、
自
然
面
あ
る
い
は
節
理
面
、

平
坦
打
面

（非
調
整
打
面
と
総
称
で
き
る
）
を
も
つ
剥
片
は
、
助
ず
し
も
寸
詰
志
り
に
な
る
と
は
限
ら
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。
接
含
資
料
で
み
ら
れ
た
現
象
は
、
こ
こ
で
は
跡
ず
し
も
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、

ひ
と
つ
に
は
対
象
資
料
の
不
足
に
よ
っ
て
、
寸
詰
ま
り
の
石
刃
の
分
布
が
全
資
料
の
中
か
ら
浮
び
あ
が
っ

て
こ
な
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。

②
　
打
面
の
大
き
さ
と
打
面
調
整

こ
れ
を
検
討
す
る
た
め
に
、
打
面
構
成
を
同
じ
よ
う
に
３
類
に
分
類
し
、
そ
れ
と
石
刃
の
打
面
の
幅
厚

と
の
関
係
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
第
３２
図
を
み
る
と
平
坦
打
面
の
石
刃
の
ほ
う
が
、
複
数
の
剥
離
面
で
構

成
さ
れ
る
打
面
よ
り
も
小
さ
い
傾
向
に
あ
る
。
接
合
資
料
で
は
打
面
調
整
が

一
般
に
か
な
り
頻
繁
に
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
打
面
が
小
さ
い
場
合
、
打
面
調
整
が
行
な
わ
れ
て
い
て
も
、
ぬ
ず
し
も
打

面
構
成
に
は
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、　
一
般
に
、
石

刃
の
打
面
が
小
さ
い
場
合
に
は
、
打
面
構
成
の
分
類
か
ら
は
、
打
面
調
整
の
あ
り
方
を
復
元
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
い
え
る
。

八
、
石
器
の
使
用
痕
分
析

０
　
方
法
と
対
象

モ
サ
ン
ル
遺
跡
出
上
の
石
器
の
素
材
は
流
紋
岩
が
多
＜
、
そ
の
他
黒
躍
石
も
存
在
す
る
。
流
紋
岩
製
石

器
の
顕
微
鏡
に
よ
る
表
面
観
察
で
は
フ
リ
ン
ト

・
チ
ヤ
ー
ト

・
頁
岩
に
類
似
し
、
こ
れ
ら
を
使
用
し
た
実

験
の
成
果
で
あ
る
使
用
痕
光
沢
の
研
究
を
援
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
研
究
方
法
の
詳
細
は
既
に

発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
主
な
光
沢
の
タ
イ
プ
を
図
版
５８
に
提
示
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

（梶
原

・
阿
子
島

一
九
八

一
、
芹
沢

。
梶
原

・
阿
子
島

一
九
八
二
ヽ

今
回
分
析
し
た
石
器
は
ピ
ュ
ア
リ
ン
４
点

（黒
躍
石
４
点
）
、
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー

５
点
、　
舟
底
形

石
器
４
点
、
ス
ク
レ
イ
バ
ー
ー
点

（黒
躍
石
）
で
あ
る
。
記
述
の
順
序
と
し
て
は
ま
ず
、
流
紋
岩

・
頁
岩

製
の
石
器
の
使
用
痕
に
つ
い
て
説
明
し
次
に
黒
躍
石
製
石
器
の
使
用
痕
を
扱
う
。

０
　
流
紋
岩

・
頁
岩
製
石
器
の
使
用
痕

ＮＱ
４
　

（図
版
６０
）
ピ
ュ
ァ
リ
ン

三
分
さ
れ
た
両
面
加
工
石
器
の
小
形
の
も
の
を
素
材
と
し
、
そ
の
折
れ
面
を
打
面
と
し
て
ピ
ュ
ア
リ
ン

フ
ア
シ
ツ
ト
を
作
出
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

１
　
使
用
部

使
用
痕
は
２
回
の
剥
離
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
フ
ア
シ
ツ
ト
の
左
側
縁

（
Ｃ
面
）

に
見
ら
れ
る
。

こ
の
縁
辺
の
中
央
部
付
近
が
最
も
明
瞭
で
あ
る
が
Ａ
面
と
Ｃ
面
で
は
、
Ｃ
面

（フ
ァ
シ
ッ
ト
内
）
に

よ
り
は
っ
き
り
と
観
察
で
き
る
。

２
　
使
用
痕
の
特
徴

線
状
痕
は
い
ず
れ
も
縁
辺
に
対
し
、
直
角
も
し
＜
は
や
や
斜
め
に
交
わ
る
。
光
沢
は
明
瞭
な
部
分

で
は
Ｄ
が
主
で

（
１
、
３
、
４
）
Ｂ
に
類
似
す
る
部
分
②
も
観
察
さ
れ
る
。

３
　
推
定
さ
れ
た
機
能

以
上
か
ら
推
定
す
る
と
、
こ
の
ビ
ュ
ア
リ
ン
は
、
水
つ
け
の
角
も
し
＜
は
乾
燥
し
て
い
な
い
骨
に

対
し
フ
ア
シ
ツ
ト
の
縁
辺
を
あ
て
て
、
や
や
手
前
に
引
き
な
が
ら
削
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
分
さ
れ
た
も
う
半
分
も
ピ
ュ
ア
リ
ン
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
石
器
に
は
使
用
痕
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。



ＮＱ
２
　
荒
屋
型
ピ
ュ
ア
リ
ン

（図
版
６‐
）

１
　
使
用
痕
の
位
置

ａ
　
フ
ア
シ
ツ
ト
と
、
腹
面

（
Ｂ
面
）
が
接
す
る
縁
辺
と
、
ｂ
　
背
面

（
Ａ
面
）
と
腹
面
が
接
す
る

縁
辺
に
観
察
さ
れ
る
。

２
　
使
用
痕
の
特
徴

ａ
　
使
用
痕
は
中
央
部
付
近
で
最
も
明
瞭
に
見
ら
れ
る
。
線
状
痕
は
Ｂ
面
で
は
や
や
斜
め
に
位
置
し
、

フ
ア
シ
ツ
ト
内
で
は
ほ
ぼ
直
交
す
る
。
光
沢
は
縁
辺
に
帯
状
に
つ
ら
な
り

（
１
、
２
）、
タ
イ
フ
は

Ｄｌ
と
日
で
あ
る
。

ｂ
　
ａ
と
異
り
、
縁
辺
に
対
し
平
行
に
位
置
す
る
線
状
痕
と
、
直
交
す
る
線
状
痕
の
２
種
類
が
観
察

で
き
る
。
前
者
は
先
端
に
近
い
部
分
に
見
ら
れ
、
後
者
は
そ
れ
に
接
す
る
部
分
に
見
ら
れ
る
。
至

細
に
観
察
す
る
と
、
直
交
す
る
も
の
の
や
や
内
側
に
は
平
行
す
る
線
状
痕
が
見
ら
れ
、
直
交
す
る

線
状
痕
が
平
行
す
る
も
の
を
切
っ
て
い
る
よ
う
に
観
察
で
き
る

（
３
、
４
、
５
％

光
沢
は
Ｄ‐
、
Ｆ‐
で
あ
る
。

３
　
推
定
さ
れ
た
機
能

ａ
で
は
水
つ
け
の
角
も
し
＜
は
骨
を
削
る
操
作
が
行
わ
れ
、
ｂ
で
は
、
同
じ
被
加
工
物
に
対
し
て
、

ま
ず
溝
切
り
に
使
わ
れ
、
後
に
削
る
作
業
に
用
い
ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
。

ＮＱ
３
　
ピ
ュ
ア
リ
ン

（図
版
６２
）

１
　
使
用
部

腹
面

（
Ｂ
面
）
と
フ
ア
シ
ッ
ト
の
接
す
る
縁
辺
④
と
そ
の
先
端
部
②
が
主
に
使
わ
れ
、
そ
の
他
の

縁
辺
③
に
も
若
干
使
用
痕
が
見
ら
れ
る
。

２
　
使
用
痕
の
特
徴

ａ
　
中
央
の
明
瞭
な
部
分
で
は
線
状
痕
は
縁
辺
に
平
行
に
走
り
②
、
そ
の
周
囲
で
は
直
交
す
る
０
。

詳
細
に
観
察
す
る
と
、
前
者
が
後
者
を
切
っ
て
い
る
。
光
沢
は
配
と
考
え
ら
れ
る
が
、
周
囲
と
線

状
痕
に
覆
わ
れ
て
い
な
い
部
分
を
見
る
と
Ｂ
の
特
徴
が
残
っ
て
い
る
。

ｂ
　
フ
ア
シ
ツ
ト
の
先
端
部
で
は
、
角
の
部
分
に
斜
め
に
線
状
痕
が
走
り
、
光
沢
は
Ｂ
で
あ
る
０
。

ａ
、
ｂ
と
も
フ
ア
シ
ツ
ト
の
右
側

（腹
面
）
に
の
み
見
ら
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

ｃ
　
線
状
痕
は
直
交
し
、
光
沢
は
Ｂ
と
考
え
ら
れ
る
。

３
　
推
定
さ
れ
た
機
能

ａ
で
は
当
初
本
を
削
る
作
業
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
皮

（お
そ
ら
＜
固
い
）
の
切
断
に
使
わ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ｂ
で
は
本
の
溝
切
り
に
使
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ｃ
で
は
本
を
削
る
作
業
が
若
干

行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

ＮＱ
４
　
エ
ン
ド

ス
ク
レ
イ
バ
ー

（図
版
６３
）

４
　
使
用
部

円
孤
状
を
な
す
、
末
端
部
に
使
用
痕
が
見
ら
れ
、
中
央
部
付
近
が
最
も
明
瞭
で
あ
る
。

２
　
使
用
痕
の
特
徴

線
状
痕
は
縁
辺
に
対
し
、
直
交
す
る
も
の
が
多
い
が
、
３
付
近
で
は
そ
れ
に
対
し
て
斜
行
す
る
。

溝
状
の
も
の
が
観
察
で
き
、
後
者
が
前
者
を
切
っ
て
い
る
。

光
沢
は
配
と
日
で
、
部
分
的
に
Ｂ
に
類
似
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
ｎ
が
、
よ
＜
観
察
す
る
と
表
面

の
な
め
ら
か
さ
が
少
＜
、
日
の
発
達
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

３
　
推
定
さ
れ
た
機
能

皮
の
経
き
と
り
に
使
わ
れ
た
他
、
線
状
痕
の
方
向
か
ら
、
切
る
作
業
に
も
使
わ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。

ＮＱ
５
　
エ
ン
ド

ス
ク
レ
イ
バ
ー

（図
版
６４
）

１
　
使
用
部

末
端
部

（特
に
腹
面
）
と
腹
面
右
側
辺

２
　
使
用
痕
の
特
徴

線
状
痕
は
末
端
部
で
は
縁
辺
に
ほ
ぼ
直
交
し
、
す
い
星
状
の
凹
み
は
先
端
に
向
か
っ
て
い
る
。
側

辺
で
は
ほ
ぼ
平
行
に
位
置
し
、
す
い
星
状
の
凹
み
の
方
向
は
末
端
の
方
に
向
か
う
。

光
沢
は
末
端
部
で
は
Ｄ‐
と
Ｆ‐
が
主
で
、
特
に
腹
面
、
右
側
に
明
瞭
で
あ
る
。
側
辺
部
の
光
沢
は
、

丸
み
や
広
が
り
は
Ｂ
に
類
似
す
る
が
、
表
面
の
凹
凸
が
激
し
い
。

３
　
推
定
さ
れ
た
機
能

末
端
部
で
は
、
角

・骨
の
経
き
と
り
が
考
え
ら
れ
る
。
側
辺
部
は
、
操
作
は
切
断
だ
が
、
被
加
工

物
は
不
明
で
あ
る
。

ＮＱ
６
　
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー

（図
版
６５
）

４
　
使
用
部

末
端
部
と
腹
面
右
側
辺

２
　
使
用
痕
の
特
徴

末
端
部
の
線
状
痕
は
、
縁
辺
に
近
い
所
で
は
ほ
ぼ
直
交
し
、
や
や
中
で
は
、
斜
め
に
位
置
す
る
。

前
者
が
後
者
を
切
る
関
係
に
あ
る
。
右
側
辺
で
は
ほ
ぼ
平
行
す
る
。

末
端
部
の
光
沢
も
、
縁
辺
で
は
Ｅ‐
、
口
や
や
中
で
は
部
分
的
に
Ｄ‐
、
Ｄ２
が
見
ら
れ
、
線
状
痕
の
方
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向
の
違
い
に
対
応
し
て
い
る
。
右
側
辺
で
は
日
　
曰
が
見
ら
れ
る
。

３
　
推
定
さ
れ
た
機
能

末
端
部
で
は
、
水
つ
け
の
角

・
骨
、
の
切
断
の
後
に
、
皮
の
怪
き
と
り
が
行
わ
れ
、
右
側
辺
で
は

皮
の
掻
き
と
り
が
若
干
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

ＮＱ
ア
　
エ
ン
ド

ス
ク
レ
イ
バ
ー

（図
版
６６
）

４
　
使
用
部

末
端
部
右
側

（腹
面
）
と
、
右
側
辺

（腹
面
）

２
　
使
用
痕
の
特
徴

末
端
部
の
線
状
痕
は
、
中
央
か
ら
右
側
で
明
瞭
に
見
ら
れ
、
縁
辺
に
対
し
ほ
ぼ
直
交
し
て
い
る
。

右
側
辺
で
も
直
交
す
る
。

光
沢
は
末
端
部
で
は
、
ロ
　
ロ
が
観
察
さ
れ
、
右
側
辺
で
は
段
と
部
分
的
に
Ｂ
類
似
の
も
の
が
見

ら
れ
る
。

３
　
推
定
さ
れ
た
機
能

末
端
部
で
は
皮
の
掻
き
と
り
が
行
わ
れ
、
右
側
辺
で
も
同
様
の
作
業
が
若
干
行
わ
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
。

ＮＱ
８
　
エ
ン
ド

ス
ク
レ
イ
バ
ー

（図
版
６７
）

１
　
使
用
部

腹
面
末
端
右
側
辺

（や
や
膨
ん
だ
形
）
と
末
端
左
側
辺

（凸
形
）
に
明
瞭
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
＜

左
側
辺
に
も
見
ら
れ
る
。

２
　
使
用
痕
の
特
徴

末
端
、
右
側
辺
で
は
縁
辺
に
直
交
し
、
左
側
辺
で
は
末
端
に
近
い
部
分
で
は
直
交
し
て
お
り
、
そ

れ
に
続
＜
部
分
で
は
平
行
す
る
。
後
者
が
前
者
を
切
っ
て
い
る
。

光
沢
は
い
ず
れ
も
Ｄ‐
、
Ｄ‐
か
、
Ｄ‐
、
Ｃ
で
あ
る
。
特
に
腹
面
末
端
右
側
が
激
し
＜
背
面
四
、
腹
面

（
１
、
２
）
と
も
明
瞭
で
あ
る
。
末
端
部
分
に
は
あ
志
り
な
＜
、
左
側
辺
で
き
た
明
瞭
と
な
る
０
。

そ
れ
に
続
＜
部
分
で
は
や
や
弱
い
が
Ｃ
、
日
が
見
ら
れ
る
。

３
　
推
定
さ
れ
た
機
能

末
端
部
左
右
側
辺
で
は
水
つ
け
の
角

・
骨
の
援
き
と
り
、
も
し
＜
は
削
り
が
考
え
ら
れ
る
。
左
側

辺
で
は
、
線
状
痕
と
光
沢
か
ら
角

・
骨
の
鋸
り
引
き
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
線
状
痕
の
切
り

合
い
か
ら
掻
き
と
り
も
し
＜
は
削
り
の
作
業
よ
り
後
で
あ
ろ
う
。

ＮＱ
９
　
舟
底
形
石
器

（図
版
６８
）

４
　
使
用
部

い
わ
ゆ
る
甲
板
面
の
縁
辺
、
特
に
樋
状
剥
離
が
施
さ
れ
た
部
分
に
明
瞭
で
あ
る
。
た
だ
し
使
用
痕

は
縁
辺
に
限
ら
れ
、
内
部
に
は
及
ば
な
い

（
２
、
３
、
４
×

２
　
使
用
痕
の
特
徴

線
状
痕
は
、
樋
状
剥
離
の
部
分
で
ば
長
軸
に
平
行
し
、
縁
辺
に
直
交
し
て
い
る

（
１
、
２
Ｘ
側
辺

部
で
も
直
交
し
て
い
る

（
５
×

光
沢
は
側
辺
部
（５
）
で
は
Ｂ
で
あ
る
が
、
樋
状
剥
離
の
部
分
で
は
同
定
ガ
難
し
い
。
Ｂ
に
類
似
す
る

が
、
日
　
曖
に
も
類
似
し
て
お
り
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

３
　
推
定
さ
れ
た
機
能

側
辺
部
０
は
本
の
注
き
取
り
で
あ
ろ
う
。
樋
状
剥
離
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
舟
底
形
石
器

を
細
石
刃
核
と
す
る
者
え
と
、
ス
ク
レ
イ
バ
ー
の

一
種
と
す
る
考
え
が
あ
っ
た
。
こ
の
資
料
で
見
る

限
り
、
甲
板
面
上
に
は
奥
讀
で
入
る
線
状
痕

。
光
沢
は
見
ら
れ
ず
、
縁
辺
に
だ
け
観
察
さ
れ
る
。
い

わ
ゆ
る
湧
別
技
法
に
よ
る
舟
底
形
石
器
の
甲
板
面
上
に
見
ら
れ
る
状
態
と
は
異
っ
て
い
る
。
以
上
か

ら
甲
板
面
を
こ
す
っ
た
結
果
で
は
な
＜
、
縁
辺
を
使
っ
て
経
き
と
る
作
業
を
行
っ
た
か
、
こ
す
っ
た

と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

０
　
黒
躍
石
の
使
用
痕
に
つ
い
て
の
予
察

従
来
の
日
本
の
使
用
痕
研
究
で
は
黒
躍
石
が
そ
の
対
象
と
な
る
場
合
が
多
＜
、
そ
の
傾
向
は
現
在
ま
で

続
い
て
い
る

（加
藤

。
畑

・
鶴
丸

一
九
七
〇
Ｙ
　
そ
の
際
使
用
痕
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
主
に
表
面

に
直
線
的
に
見
ら
れ
る
線
状
痕
で
、
そ
の
方
向
、
位
置
、
状
態
な
ど
が
分
析
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。
セ
ミ
∃
ノ
フ
に
触
発
さ
れ
た
加
藤
ら
の
研
究
に
あ
っ
て
は
、
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
の
機
械
的
な

動
し
万

（操
作
）
が
、
線
状
痕
の
位
置
、
方
向
か
ら
推
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
出
下
は
線
状
痕
の

形
状
や
方
向
、
深
さ
な
ど
か
ら
パ
タ
ー
ン
わ
け
を
行
っ
た

（出
下

一
九
八
〇
Ｙ

ま
た
∃
―
ロ
ッ
パ
で
は
、

線
状
痕
の
内
部
の
状
態
が
、
被
加
工
物
に
よ
っ
て
異
る
と
す
る
、
実
験
的
研
究
も
、
発
表
さ
れ
て
い
る
が

（
Ｉ
①
＜
　
一
九
七
七
）、そ
の
後
東
北
大
学
使
用
痕
研
究
チ
ー
ム
の
酒
丼
に
よ
り
追
試
が
行
わ
れ
、
否
定
的

な
実
験
結
果
が
出
て
い
る

（酒
丼

一
九
八
〇
ヽ

こ
の
よ
う
な
研
究
の
流
れ
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
使
用
痕
光
沢
は
黒
躍
石
に
は
見
ら
れ
な
い
と
す
る
考
え

が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
＜
つ
か
の
実
験
を
実
施
し
て
み
る
と
、
表
面
の
変
化
す
る
現
象
は

単
に
な
め
ら
か
な
表
面
が
傷
つ
い
て
壊
れ
て
い
＜
だ
け
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
＜
、
誅
さ
に

光
沢
に
類
似
し
た
使
用
痕
も
見
ら
れ
る
事
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
き
だ
実
験
例
が
少
い
た
め
、
頁
岩
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チ
ヤ
ー
ト
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
被
加
工
物
と
関
連
す
る
光
沢
と
し
て
タ
イ
プ
わ
け
が
で
き
る
か
ど
う
か

は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
頁
岩
、
チ
ャ
ー
ト
な
ど
に
比
べ
て
よ
り
多
様
な
表
面
変
化
が
観
察
で
き
る
。

今
の
所
、
こ
れ
ら
を
便
宣
的
に
４
種
類
に
わ
け
て
お
き
、
将
来
的
に
は
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

被
加
工
物
、
操
作
、
作
業
時
間
な
ど
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
４
線
状
痕

（溝
状

・
帯
状
を
呈
す

る
線
的
な
凹
み
Ｙ
２
麿
耗

（表
面
の
な
め
ら
か
な
部
分
が
と
り
さ
ら
れ
て
凹
凸
を
呈
す
る
Ｘ
３
破
砕

（細

が
な
割
れ
傷
が
、
重
り
あ
っ
て
で
き
る
複
雑
な
凹
凸
面
×
４
光
沢
類
似
の
使
用
痕

（〃光
沢
〃
と
記
述
す
る

部
分
的
志
た
は
面
的
に
も
と
の
な
め
ら
か
な
面
と
は
異
っ
た
平
滑
面
を
示
す
Ｙ

次
に
実
験
に
よ
る
若
干
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
み
た
い
　
（図
版
５９
ヽ

ＮＱ
ｌ
　
未
使
用
の
表
面
で
あ
る
。
縦
方
向
に
走
る
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
明
瞭
に
見
ら
れ
る
。

ＮＱ
２
～
４
　
ス
ス
キ
を
刈
り
と
っ
た
後
の
表
面
で
あ
る
。
３
で
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が

〃光
沢
〃
に
よ
っ
て

埋
め
ら
れ
た
状
態
が
明
瞭
に
観
察
で
き
る
。
４
で
は
微
細
剥
離
痕
の
縁
が
、
丸
＜
な
め
ら
か
に
変
κ
じ

て
い
る
。
線
状
痕
の

一
部
が
す
い
星
状
を
呈
す
例
も
見
ら
れ
る

（
３
１
ｂ
ヽ
表
面
の
状
態
は
頁
岩
の
タ

イ
プ
Ａ

（図
版
５８
‐
２
）
に
酷
似
す
る
。

ＮＱ
５
　
ス
ギ
を
削
っ
た
後
の
表
面
で
あ
る
。
線
状
痕
は
筋
状
で
、
決
し
て
表
面
を
え
ぐ
っ
た
よ
う
に
は
な

っ
て
い
な
い
事
に
注
目
し
た
い
。
微
細
剥
離
痕
の
縁
も
丸
み
を
帯
び
、　
一
部
を

〃光
沢
〃
が
覆
い
初
め

て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

ＮＱ
６
　
本
の
溝
切
り
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
麿
耗
し
た
後
の
面
に
丸
み
を
帯
び
た

〃光
沢
〃
が
見
ら
れ
る
。

ＮＱ
フ
　
本
の
溝
切
り
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
稜
の
部
分
が
丸
み
を
帯
び
、
そ
の
上
に
筋
状
の
線
状
痕
が
見

ら
れ
る
。

ＮＱ
８
　
水
ず
け
角
の
削
り
に
使
わ
れ
た
表
面
は
破
砕
の
状
態
を
示
す
が
、　
一
部
に

〃光
沢
〃
が
で
き
は
じ

め
て
い
る
。

ＮＱ
９
　
前
と
同
じ
石
器
の
表
面
で
あ
る
。
破
砕
が
定
着
し
た
後
に
は
こ
の
よ
う
に

〃光
沢
〃
が
形
成
さ
れ

る
。

ＮＱ
‐０
、
‐１
　
な
め
じ
皮
の
切
断
に
使
っ
た
後
の
表
面
で
あ
る
。
１０
で
は
明
瞭
な
線
状
痕
と
共
に
、
微
細
剥

離
痕
の
縁
が
丸
み
を
帯
び
て
い
る
。
１１
は
刃
を
上
か
ら
見
た
も
の
だ
が
、
線
状
痕
と
共
に
、
凹
凸
の
激

し
い

〃光
沢
〃
が
見
ら
れ
る
。

ＮＱ
‐２
　
な
め
じ
皮
の
怪
き
と
り
に
使
わ
れ
た
後
の
刃
部
縁
辺
で
あ
る
。
線
状
痕
は
筋
状
に
ほ
ぼ
縁
辺
に
直

交
し
、
縁
辺
は
細
＜
丸
み
を
帯
び
る
。

こ
れ
ら
の
観
察
か
ら
、
黒
躍
石
の
使
用
痕
の
特
徴
に
つ
い
て
若
干
の
讀
と
め
を
行
う
と

４
　
線
状
痕
は
な
め
ら
か
な
表
面
を
破
壊
す
る
だ
け
で
な
＜
、
な
め
ら
か
な
ま
誅
凹
み
と
し
て
連
続
す
る

例
が
多
い
。
実
験
の
環
境
で
は
比
較
的
、
汚
れ
が
介
在
す
る
可
能
性
の
低
い
事
が
原
因
か
も
知
れ
な
い
。

２
　

〃光
沢
〃
と
考
え
ら
れ
る
使
用
痕
に
は
３
種
類
あ
り
、
１
つ
は
破
砕
面
、
磨
耗
面
の
凸
部
が
丸
み
を

帯
び
る
も
の

（
６
、
９
）
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
な
め
ら
か
な
面
を
覆
う
よ
う
に
広
が
る
も
の

（
２
、

３
、
４
、
５
）
で
あ
り
、
３
番
目
は
、
鋭
い
縁
辺
が
丸
み
を
帯
び
て
＜
る
も
の

（
ア
、
１０
、
１１
、
１２
）

で
あ
る
。

表
面
変
化
の
激
し
い
黒
曜
石
で
は
頁
岩
な
ど
よ
り
も
よ
り
敏
感
に
使
用
の
結
果
を
反
映
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
珪
質
岩
の
光
沢
の
形
成
因
の
解
明
に
も
逆
に
役
立
つ
可
能
性
が
あ
る
。

黒
躍
石
製
石
器
の
使
用
痕

ピ
ュ
ア
リ
ン

（図
版
６９
）

使
用
部

明
瞭
な
使
用
痕
は
フ
ァ
シ
ッ
ト
と
腹
面
の
交
わ
る
稜
と
フ
ア
シ
ツ
ト
の
左
端
角
に
見
ら
れ
る
。
志

た
背
面
右
側
辺
に
も
見
ら
れ
る
。

２
　
使
用
痕

線
状
痕
は
フ
ア
シ
ッ
ト
中
央
部
付
近
で
、
直
交
し
左
端
で
は
、
平
行
に
走
る
。
光
沢
に
類
似
す
る

使
用
痕
は
、
破
砕
面
の
部
分
に
見
ら
れ
る
丸
み

（４
、
５
）
と
縁
辺
の
丸
み
で
あ
る
。

３
　
操
作
の
推
定

フ
ア
シ
ツ
ト
中
央
部
は
削
り
に

（図
版
５９
‐
９
参
照
）、先
端
は
溝
切
り
、
側
辺
は
切
断
と
考
え
ら

れ
る
。

ＮＱ
ｌｌ
　
ス
ク
レ
イ
バ
ー

（図
版
７０
）

１
　
使
用
部

激
し
い
線
状
痕
や
光
沢
類
似
の
使
用
痕
は
、
下
半
部
背
面
左
側
辺
（４
）
と
腹
面
左
側
辺

（
２
、
３
、

４
、
５
）
に
見
ら
れ
る
。
上
半
部
で
は
、
若
干
意
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る
。

２
　
使
用
痕
の
特
徴

背
面
左
側
辺
で
は
、
縁
辺
に
直
交
す
る
筋
状
の
線
状
痕
が
見
ら
れ
る
（４
）。
こ
の
線
状
痕
は
す
い
星

状
を
塁
し
、
そ
の
方
向
は
縁
辺
か
ら
、
内
側
に
向
か
っ
て
い
る
。

腹
面
左
側
辺
で
も
、
縁
辺
に
対
し
直
交
し
、
す
い
星
状
を
呈
す
る
。
内
側
か
ら
縁
辺
に
向
か
っ
て

い
る
。

光
沢
類
似
の
使
用
痕
は
、
背
面
左
側
辺
で
は
、
フ
ィ
ツ
シ
ヤ
ー
の
上
を
覆
う
よ
う
に
広
が
る
（１
×

ち
な
み
に
ニ
ス
で
は
こ
の
よ
う
に
は
な
ら
ず
、
も
っ
と
厚
＜
も
り
上
が
る
。
腹
面
左
側
辺
で
も
同
様

NQ 141
4   10
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で
あ
る
が
、
そ
の
発
達
の
状
態
は
頁
岩
の
光
沢
タ
イ
フ
Ｂ
に
似
る
。
特
に
４
で
は
、
破
砕
状
態
を
示

す
割
れ
傷
と
割
れ
傷
の
間
が
丸
＜
な
っ
て
お
り
、
破
砕
後
に
光
沢
類
似
の
使
用
痕
が
形
成
さ
れ
た
事

を
示
し
て
い
る
。

０

ま

と

め

器
種
分
類
の
観
点
か
ら
、
機
能
と
の
関
連
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と

１
　
ビ
ュ
ア
リ
ン

ａ
　
使
用
部
は
ピ
ュ
リ
ア
ン
フ
ア
シ
ツ
ト
が
多
＜
、
そ
の
他
縁
辺
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ｂ
　
操
作
は
ピ
ュ
リ
ア
ン
フ
ァ
シ
ッ
ト
の
部
分
で
は
４
例
で
削
り
が
、
２
例
で
角
の
部
分
を
使
っ
て
、

溝
切
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
縁
辺
で
は
切
断
が
２
例
、
削
り
が
２
例
で
あ
る
。
今
回
特
に
フ
ア
シ

ツ
ト
先
端
の
角
が
使
用
さ
れ
た
例
が
見
ら
れ
た
事
は
興
味
深
い
。

ｃ
　
被
加
工
物
は
、
角

・
骨
が
２
例
、
本
が
１
例
、
皮

・
肉
が
４
例
で
あ
る
。

２
　
エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
パ
ー

ａ
　
使
用
部
は
主
に
末
端
部
の
い
わ
ゆ
る
ス
ク
レ
イ
バ
ー
エ
ツ
ジ
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他

側
辺
に
使
用
痕
が
見
ら
れ
る
も
の
も
多
い
。

ｂ
　
操
作
は
掻
き
と
り
が
５
例
、
切
断
が
２
例
、
鋸
引
き
１
例
で
あ
る
。

ｃ
　
被
加
工
物
は
、
皮

。
肉
が
３
例
、
角

・
骨
が
３
例
で
、
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

エ
ン
ド

ス
ク
レ
イ
バ
ー
が
動
ず
し
も
皮

・
肉
の
加
工
に
だ
け
使
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
事
が
重

要
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
分
析
で
は
接
合
資
料
の
観
察
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
大
量
の
資
料
の
分
析
を
行
い
、

一
群
の
剥
片
が
、
ど
の
よ
う
に
石
器
と
し
て
選
択
さ
れ
使
い
わ
け
ら
れ
た
か
明
ら
か
に
し
た
い
。

引

用

文

献

岩
本
圭
輔

　

２

九
七
三
）
北
濡
道
モ
サ
ン
ル
遺
跡
の
石
器
　
歴
史
　
第
四
二
輯

一
１

一
六
頁

梶
原
洋
ヽ
阿
子
島
香

　

（
一
九
八

一
）
頁
岩
製
石
器
の
実
用
使
用
痕
研
究
―
ポ
リ
ツ
シ
ュ
を
中
心
と
し
た

機
能
推
定
の
試
み
―

　

（東
北
大
学
使
用
痕
研
究
チ
ー
ム
に
よ
る
研
究
報
告
　
そ
の
二
）

者
古
学

雑
誌
六
七
―

一
　

一
―
三
六
頁

加
藤
晋
平
他

　

（
一
九
七
〇
）
　

エ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
バ
ー
に
つ
い
て
　
―
北
海
道
常
呂
郡
端
野
町
吉
田
遺

師
の
例
―
　
者
古
学
雑
誌
　
五
五
―
三
、
四
四
―
七
四
頁

洒
丼
俊
昭

　

（
一
九
八
〇
）
東
北
大
学
卒
業
論
文

Ｐヽ
⊃
　
クヽ
⊃
①
一＜
∽
一∽
　
〇
「
　
け
，
①
　
Ｚ
Ｏ
け
⊂
「
①
　
Ｏ
「
　
∽
け
ユ
①
け
一〇
⊃
　
○
⊃
　
ｍ
ｘ
Ｏ
①
ュ
コ
″①
⊃
付
①
一　
〇
・σ
∽
一Ｑ
一①
⊃

「
一①
バ
①
∽
　
一　
≦
ヽ，
０
け

「
一①
①
⊃
　
け
，
①
∽
①
　
∽
け
「
一①
け
一〇
⊃
∽
Ю

洒
勾
純
俊

。
小
出
内
需

　

（
一
九
五
五
）
下
川
１
５
万
分
の
１
地
質
図
幅
説
明
書

渋
谷
孝
雄

　

（
一
九
七
六
）
金
谷
原
遺
跡
の
石
刃
技
法
の
分
析
　
山
形
者
古
　
一
一―
四
　
一
五
―
三
八
頁

下
川
町
郷
主
史
研
究

　

（
一
九
八

一
）
モ
サ
ン
ル

芹
沢
長
介
他

　

（
一
九
八
二
）
実
験
使
用
痕
研
究
と
そ
の
可
能
性

　

（東
北
大
学
使
用
痕
研
究
チ
ー
ム
に

よ
る
研
究
報
告
　
そ
の
四
）

者
古
学
と
自
然
科
学
　
第

一
四
号

ニハ
七
―
八
七
頁

出
下
秀
樹

　

（
一
九
八
〇
）
石
器
の
キ
ズ
　
小
金
丼
雨
西
の
台
遺
跡
Ｂ
地
点
　
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
調
査

報
告
第
七
集
　
工八
四
―
七
二
頁

出
崎
博
信

　

（
一
九
七
九
）
モ
サ
ン
ル
遺
跡

（付
北
町
遺
跡
タ
カ
セ
地
点
）

柳
田
俊
雄

。
藤
原
妃
敏

　

（
一
九
八

一
）
瀬
戸
内
技
法
と
石
刃
技
法
　
―
調
整
技
術
の
も
つ
意
味
―

旧
石
器
者
古
学
二
三
　
一
一九
―
四
〇
頁

工
①
ド
　
〇
〇
⊃
「①
⊃　
＞
・
（ハ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
）

⊂
∽
①
‐∽
０
「①
け
０
コ
　
で
一〇
「
０
コ
〇
一〇
Ｑ
＜
　
一　
＞
）
「
⊂
⊃
〇
璧
〇
⊃
０
一　
∽
一Ｑ
⊃
一「
一〇
①
⊃
け
　
＞
∽
Ｏ
①
Ｏ
け　
〇
「
　
ｍ
Ｑ
Ｏ
①
　
∪
①
ョ
①
Ｑ
①

Ｏ
⊃
　
Ｏ
σ
∽
一Ｑ
一①
⊃
　
引
〇
〇
一∽
　
　
　
⊂
〇
⊂
「⊃
①
一　
〇
「
「
一①
一Ｑ
　
＞
ち
０
，
①
①
Ｏ
一〇
Ｑ
＜
＜
〇
〓　
、
い　
。
。
・　
Ｎ↓０
ハ
ｔ
換
∪
う
。

15



器 種 名 点 数

石 斧

舟底形石器 1

両面加工石器 1

ナイフ形石器 1

彫刻刀形石器

エンド・スクレイパー

彫刻刀形石器
十エ ン ド・ス クレイパー 1

エ ン ド・ ス タ レイ ノヽ 一
+ド リル 1

スクレイパー

計

器 種 名 素 材 備  考

1 石  斧 ? 14-1

〃 ? 14--2

舟底形石器 剥  片 15-2

両面加工石器 ? 16-9

ナイフ形石器 Ha類 石刃 18--4

彫刻刀形石器 I類石刃 ? 15--5

〃 〃 ? 15-1

〃 〃 15--7

〃
剥  片
(打面再 生剥 片 ?) 15-3

〃 剥  片 15--6

〃 両面加工石器 40-1

〃 〃 40-‐ 2

彫刻刀形石器
十エ ン ド・スクレイパー

I類石刃 15--4

エンド・スクレイパー 剥  片 16-1

〃 I類石刃 16--2

〃 〃 ? 16-3

〃 Ⅲ類石刃 16-5

〃 Ha類石刃 16--6

〃 〃 ? 16-8

〃 Ⅲ類石刃 17-1

第 1表 石器組成

第 1図 母岩Bの
目的剣片長幅相関分布

第 2表 石 器 と 素 材

第 2図 母岩Cの
目的創片長幅相関分布

第 3図 母岩 Dの
目的剥片長幅相関分布

長 10

さ
CM)

長 10
さ

(CM)

長 10
さ

(CM)

調整烈J片

目的剥片

調整烈J片

目的剥片

エンド・スクレイパー Ⅲ類石刃 17--2

〃 Ha類石刃 ? 17-3

〃 Ⅲ類石刃 17--4

〃 〃 18-1

〃 Ⅱa類石刃 ? 18=2

〃 Ⅲ類石刃 41-1

〃 Ha類石刃 26-5

〃 I類石刃 ?

〃 Ha類石刃

〃 剥  片

〃 I類石刃 ?

エン ド・ ス クレイパー
+ド リル Ha類 石刃 16--4

スクレイパー Ⅲ類石刃 16--7

〃 Hb類石刃 17--5

〃 I類石刃 18--3

〃 〃

〃 〃 ?

〃 Hb類石刃 17-5

〃 Ⅲ類石刃 18-1

〃 Ha類石刃 インヴァース
・リタッチ

〃 Ⅲ類石刃 〃

幅 (CM)
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第 4図 母岩Aの
目的創片長幅相関分布

第 5図 母岩 Fの
目的剥片長幅相関分布

第 6図 母岩Gの
目的創片長幅相関分布

fl lo
さ

(CM)

長
さ

(CM)

長 lo
さ
(CM)

[10
(CM),

長 10
さ
(CM)

・ 調整烈」片

・目的剥片

5幅 (CM)

第 7図 母岩 !の
目的剥片長幅相関図 分布

5幅 (CM)

第 8図 母岩」の
接合剥片長幅相関分布

5 幅 (CM)

第 9図 母岩 Kの
接合創片長幅相関分布

5幅 (CM)

o調 整烈l片
.目 的剥片

幅 (CM)

数字は第40図版の実測図ナンバーを示す

5幅 (CM)



第!2図 母岩Dの
目的剥片厚幅相関分布

第!0図 母岩Bの
目的剥片厚幅相関分布
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第‖図 母岩Cの
目的創片厚幅相関分布
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第:4図 母岩 Fの
目的創片厚幅相関分布
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第i5図 母岩Gの
目的創片厚幅相関分布

第!7図

石刃完形資料長幅相関分布
第!6図 母岩 :の

目的剣片厚幅相関分布
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第18図

石刃頭部資料長幅相関分布
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第20図

石刃末端部資料長幅相関分布

第19図

石刃中間部資料長幅相関分布
長 10
さ
(CM)

5幅 (CM)

5巾冨(CM)

5幅 (CM)



加鉄
（
〇

三

）

冊
〓
図
創
ヨ
ゆ
鴻
華
珈
耐
益
コ
ゆ
卦

ｕ
品

８

５

Ｎ
・〇

冊
ヽ
国
創
ヨ
湘
隷
踏
革
輌
昴
薔
コ
ゆ
卦

い
品
業

Ｏ

ζ

）

赫瓢Ｎ・〇

（
Ｏ

ζ

）

蜘

Ｎ
・ｏ

（
〇

三
）

い
品
８

こ

冊
譴
国
創
ヨ
剛
襄
パ
革
輌
昴
薔
囲
ゆ
卦

い
品

８

こ

冊
軍
国
創
ヨ
■
コ
襲
パ
革
輌
罰
苗
ョ
ゅ
卦

20



輸瓢Ｎ・〇

（
Ｏ

ζ

）

∬
じ
国
創
ヨ
丼
晶
彗
踏
華
輌
鏑
曲
ヨ
ゆ
卦

い
品

８

５

冊
〓
国
創
ョ
ゆ
鴻
革
輌
昴
益
圏
ゆ
卦

い
書
興

ｏ

ζ

）

冊
ヽ
国
琳
口＞
踏
革
湮
創
ヨ
輌
鏑
益
コ
ゆ
卦
国

い
品

（
ｏ

三

）

荊研
（
Ｏ

ζ

）
（●ウハ）

∬
〓
国
琳
口＞
畔
華
湮
創
ヨ
加
鏑
薔
囲
ゆ
卦
国

い
吾
製

ｏ

ζ

）

・
¨
　
　
　
　
・
　
・

ε
・
」



類 背面構成 総 点 数

占
〔

数部 位

完 形 頭  部 中間部 末端部

+ 1

Ⅲ
↓

258

長
さ
ＣＭ

第29図

石刃完形資料 類別長幅相関分布
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第 1図版 モサンル遺跡の位置
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PLATE I Location of Mosanru Site



第 2図版 モサンル遣跡の地形図 (下り|1町郷土史研究会 198は り)

PLATE 2 Topographic map of Mosanru Site



第 3図版 モサンル遺跡の トレンチ配置図および Aト レンチ南壁セクション
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PLATE 3 Excavation trenches and east-west section of A trench at Mosanru Site
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第 4図版 モサンル遺跡の遠景、 トレンチ断面、遺物出土状況

Distant view of the site (from the east)

Profile of trench A

Distant view of the site (from the northeast)

Cores exposed

Tools and flakes exPosed

Distant view, trench profile and

Adze exposed

artifacts at Mosanru SitePLAttE 4 exposed



第 5図版 モサンル遺跡出上の石斧 (:
エンドースクレイパー (7、

(2、 3)、 小形舟底形石器 (5)、

加工ある石刃 (4)

、 6)、 彫刻刀

8、  9、  10)、

PLATE 5 Adzes(Nos.
(Nos.7,8,9

I and 6), burins (Nos'

and lO) from Mosanru

2,3
Site

30

and 4), small keeled scraper (No. 5), end-scraPers



第 6図版 モサンル遺跡出土の剥片 (5～ !0)、 彫刻刀 (3、 4)、 スポール (2)の接合資料 (1)

PLATE 6 Refitted flakes (Nos. 5 to lO), burins (Nos. 3 and 4), and burin spall (No. 2) trom
Mosanru Site
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第 7図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 D(lX A)

32

PLATE 7 Refitted materials from Mosanru Site (Nodule D(r), A)



第 8図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 C、 H、 P)

33

PLATE 8 Retttted materials frOm MOsanru Site(Nodule C,H,P)



第 9図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 F、 D② 、T)
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PLATE 9 Refitted materials from Mosanru Site (Nodule F, D12y, T)



第10図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 E)
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PLATE lO Refitted materials from Mosanru Site (Nodule E)



第‖図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩G)
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PLATE I I Refitted materials from Mosanru Site (Nodule G)



第 !2図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 L)

PLATE | 2 Refitted materials from Mosanru Site (Nodule L)



第 i3図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩M)

う
０

PLATE l3 Refitted materials from Mosanru Site (Nodule M)



第14図版 モサンル遺跡出土の石斧 (1、 2)
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PLATE | 4 Adzes from Mosanru Site (Nos. I and 2)

Scale | : I



第 15図版 モサンル遺跡出土の彫刻刀 (1、 3～ 7)、 小形舟底形石器 (2)
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Mosanru SitePLATE 15 Burins (No. I and Nos. 3 to 7) and small keeled scraper (No. 2) from



第16図版 モサンル遺跡出土のエンドスクレイパー(1～ 3、

(7)、 スクレイパー(4)、 両面加工石器(9)

▽

4d

C

8d

6 and 8), side-scraPer (No.

Mosanru Site

5、  6、  8)、

Scale I

7), borer-endscraPer (No.

サイ ドスクレイパー

一。
．
　

４PLATE | 6 End-scraPers (Nos. | , 2, 3, 5,

and broken point (No. 9) from
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第17図版 モサンル遺跡出土のエンド、スクレイパー (1～ 4)、 サイ ド、スクレイパー (5)

Scale | : I

5) from Mosanru Site

42

PLATE 17 End-scrapers (Nos. l, 2, 3 and 4) and side-scraper (No.



第 18図版 モサンル遺跡出土のエン

ナイフ形石器(4)

3d

ドスクレイパー(1、 2)、 サイドスクレイパー(3)、

Scale l: |

(No.4)fromPLATE l8 End-scrapers(Nos.
Mosanru Site
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I and 2), broken scraper (No. 3) and backed blade



第 19図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩A)

Scale l: |

PLATE | 9 Refitted materials from Mosanru Site (Nodule A)



第20図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩A)の剥片と石核
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Scale l: |
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flakes(Nos.
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2 to 20) and Mosanru Site (Nodule A)



第21図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 B)
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PLATE 2l Refitted materials from Mosanru site (Nodule B)



第22図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 B)の剥片と石核

一

:
Scale | :

(Nodule B)PLATE 22 Refitted flakes(Nos.2 to | 5) and core (No. | ) from Mosanru Site



第23図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 C)
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ATE 23 Refitted materials from Mosanru Site (Nodule C)



第24図版 モサンル遺跡出上の接合資料 (母岩C)の剥片と石核

Scale

6) from Mosanru Site (Nodule C)PLATE 24 Refitted flakes (Nos. I to 5) and core (No.



第25図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 D)

∽
0

"①

Ｕ
（じ
σ

50

PLATE 25 Refitted materials from Mosanru Site (Nodule D part | )



第26図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩D)の剥片とエンドスクレイパー

PLATE 26 Refitted flakes(Nos.|,2,3,4,6,7,8,9)
S:te(Nodule D)

-\and end-scraper (No.

r'1-
Scale I

5) from Mosanru
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第27図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩D その 2)
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PLATE 27 Refitted materils from Mosanru Site (Nodule D part 2)



第28図版 モサンル遣跡出土の接合資料 (母岩 E)
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28 Refitted materials from Mosanru Site (Nodule E)



第29図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 E)
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TE 29 Refitted materials from Mosanru Site (Nodule E)



第30図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 F)

2c 2b

Scale | :

PLATE 30 Refitted materials from Mosanru Site (Nodule F)



第31図版 モサンル遺跡出上の接合資料 (母岩G)
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PLAttE 31 Refitted materiais from Mosanru Site(Nodule G)



第32図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩G)

PLAttE 32 Refitted materials from Mosanru Site(Nodule

(Refitted flakes of Nodule G‐Nos.l to 9)
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G)

Scale  l: :



第33図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩G)の剥片

漁
胤
＝
７

Ｃ２２

PLATE 33 Refitted flakes (Nos. I O to 22) from Mosanru Site (Nodule G)

Scale



第34図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩G)の石核

PLAttE 34 Refitted core from Mosanru Site(Nodule G)

Scale | : I



第35図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩H)
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PLAttE 35
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Refitted materials from Mosanru Site (Nodule H)



第36図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩H)の石核と剥片

PLAttE 36 Refitted flake(No.2)and cOre(No.|)frOm MOsanru Site(Nodule H)

Scale l: |



第37図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 |)
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PLATE 37 Refitted materials from Mosanru Site (Nodule I )

Scale | : I



第38図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 |)の剥片と石核

Scale

(Nodule I )PLATE 38 Refitted core (No. l) and flakes (Nos. 2 to 7) from Mosanru Site



第39図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 J)
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PLATE 39 Refitted materials from Mosanru site (Nodule J)



第40図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩」)の剥片、彫刻刀とスポール
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第41図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 K)

PLAttE 41 Refitted materials from Mosanru Site(Nodule K)

(Nos.2,3 and 4)

Scale l: |

|)and flakesi Scraper (No.



第42図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 L)

PLATE 42 Refitted materials from Mosanru Site (Nodule L)

Scale l: |



第43図版 モサンル遺跡出上の接合資料 (母岩 L)
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PLATE 43 Refitted materials from Mosanru Site (Nodule L)

Scale l: |



第44図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 L)の剥片
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PLATE 44 Refitted flakes (Nos. I to I l) from Mosanru Site (Nodule L)



第45図版 モサンル遺跡出上の接合資料 (母岩 L)の剣片
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PLATE 45 Refitted flakes (Nos. | 2 to 24) from Mosanru Site (Nodule L)

Scale l: |



第46図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 L)

′  t

の剥片

3!a

′

Mosanru Site (Nodule L)
PLATE 46 Refitted flakes(No5.25 to 37)from



第47図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩M)

PLATE 47 Refitted materials from Mosanru Site (Nodule M) i Flake (No. l)

Scale



第48図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩M)の剥片

′

9a

PLAttE 48 Refitted flakes(Nos.2 to 9)frOm MOsanru Site(Nodule M)



第49図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩M)の剥片と石核
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PLAttE Refitted core (No. | 4) and flakes (Nos. I O to | 3) from Mosanru Site (Nodule M)



第50図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩N)
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PLATE 50 Refitted materials from Mosanru Site (Nodule N), flakes shown in Nos. I to 13



第51図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 0)

PLAttE 51 Refitted materials from Mosanru Site(Nodule O),brOken core shown in No.|
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第52図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩0)の剥片

PLATE 52 Refitted flakes (Nos. Z to 7) from Mosanru Site(Nodule O)



第53図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 P)

0

PLATE 53 Refitted materials from Mosanru site (N66r1s p) : core (16. 4) and flakes ( Nos. l, z and



第54図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩Q)

3a｀
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PLATE 54 Refitted materials from Mosanru Site (Nodule a) : Flakes (Nos. I to 4)

Scale | : I



第55図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 R)
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PLATE 55 Refitted materials from Mosanru Site (Nodule R) : Flakes (Nos. l, 2 and 3) 6661 core (No. 4)



第56図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩 S)

PLAttE 56 Refitted materials from Mosanru Site(Nodule S): Flakes(Nos.2 and 3)and cOre(No.|)
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第57図版 モサンル遺跡出土の接合資料 (母岩丁)
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PLATE 57 Refitted materials from Mosanru Site (Nodule T part I and part 2) :



第58図版 頁岩に見られる光沢の分類

1 未使用
unused

4 生骨鋸引き
raw bone saw. type C

7 生皮掻きとり
rawhide scrape. type El

10 肉切断
meat cut o type F2

PLAttE 58 ClasstticatiOn of
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第59図版 黒曜石に見られる使用痕

^7'+x|J 
u t u

non-woody plant cut
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第60図版 ビュアリンに見られる使用痕 (NO.l)

△ が画面の上

A

60 Microwear on burin(No. I )
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PLATE

scale 7:10



第6!図版 荒屋型ビュアリンに見られる使用痕 (NQ 2)

△ か画面の上
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PLATE 6l Microwear on Araya Burin(No. 2 )

Scale 7:10



第62図版 ビュアリンに見られる使用痕 (NQ 3)

△ 画面の上

PLAttE 62 Microwear on burin(No.3)

Sca!e 7:10



第63図版 エンド・スクレィパーに見られる使用痕 (NQ 4)

PLATE 63 Microwear on end-scraper(No. 4 )

△ が画面の上

Scale | : I



第64図版 エンド0ス クレィパーに見られる使用痕 (NQ 5)

△が画面の上

A

64 Microwear on end-scraPer(ruo. S)PLATE

Scale 7: 10
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第65図版 エンド・スクレィパーに見られる使用痕 (No.6)

△ が画面の上
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PLATE 65 Microwear on end-scraper(No. 6)

Scale l: |



第66図版 エンド・ スクレィパーに見られる使用痕 (No.7)
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PLATE 66 Microwear on end-scraper(No. 7)

△ が画面の上



第67図版 エンド・ スクレィパーに見られる使用痕 (NQ 8)

△ が画面の上

Scale

PLATE 67 Microwear on end-scraper(No. 8)



第68図版 舟底形石器に見られる使用痕 (No.9)

△ が画面の上

０
コ

PLATE 6a Microwear on small keeled scraper(No. 9)

Scale l: |



第69図版 ビュアリンに見られる使用痕 (黒曜石)(NQ!0)

△ が画面の上

PLAttE 69 Microwear on burin(obSidian)(No.10)

Scale l: |



第70図版 スクレィパーに見られる使用痕 (黒曜石)(NQ‖ )

△ が画面の上

95

PLATE 70 Microwear on scraper (obsidianxNo' I l)

Scale 7: !0



As for the chronological aspect of Mosanru Site, three C-14 dates are available from charcoal pieces
sampled during the excavation in 1979 by the Shimokawa-cho Board of Education.
According to the Gakushuin University dating,
L3,Z7O -+- 420 B. P. Upper stratum iY (GaK-8722)
14,320 -t 4ZO B. P. Lower stratum lY (GaK-a724)
15,080 t 450 B. P. Lower straturn IV (GaK-8723)
It is not definite whether stratum 4 of Tohoku University trench corresponds to stratum IV of the
Shimokawa,cho excavation where the samples were obtained. Artifacts were found in ttre above men-
tioned straturn IV, while stratum 4 of Tohoku University was sterile.

Considering the characteristics of Mosanru assemblage in comparison with the Palaeolithic and
Mesolithic industries in other parts of Japan, the site was probably occupied between 12,000 and 10,000
years ago, at the latest period of the Pleistocene. It was the time when the oldest linear relief pottery
already appeared in the soutJrern island of Honshu.

1) A peculiar kind of hard, siliceous shale fracturing with concoidal features conventionally has been
called simply "shale" by Japanese prehistorians. It is, in fact, a kind of crypto-crystalline silica (CCS).

2) Obsidian tools also sometimes develop polishes, but the classification of them still remains to be
established.

Translated bv Kaoru Akoshima)
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Excavation of Mosanru Site

Chosuke SERIZAWA

Mosanru Site is located at 38-sen, Kosei, Shimokawa-cho, Kamikawa-gun, Hokkaido, Japan. It is
situated on a low river terrace formed between the Nayoro River and the Mosanru River, about 190
m above sea level,.about 20 m above the Nayoro River bed. The site was discovered in 1963 by Mr.
Hironobu Yamazaki- His test excavation in the following year revealed the Palaeolithic character of
the site, as typical Araya Burins and tanged points were included in the assernblage. Since I heard
from him about these facts, I was deeply interested in excavating the site in order to shed some light
on the final phases of the Palaeolithic in Hokkaido, the northernmost island of Japan. My proposal
of excavation was supported with his local cooperation and the excavation of seventeen days in total
was carried out as follows.
First season : fr:om August 20 to 27,1964.
Second season : from August 16 to 24, 1965.

All artifacts from the excavations were brought to Laboratory of Archaeology, Tohoku IJniversity
for thorough analyses to be conducted. The Laboratory has continued the study of them since ttren.
ln L972, a preliminary report was published by Keisuke Iwamoto. Tsutornu Hayashi later attempted. a
patient work of conjoining the lithics and fruitful results v/ere obtained especially on the tool produc-
tion technology and on refitments among flakes, cores, and tools. Hiroshi Kajiwara recently approached
the Mosanru material frorn functional point of view by means oi use-wear analysis, and pieces
of interesting information were recovered. This constitutes a part of the project of Tohoku Uniwersity
Microwear Research Team (T. M. R- team) that has been active for 5 years. Nineteen years have
already passed since I first conducted this excavation..I would like to assume, however, the responsi-
bility as excavation director by publishing the results so far achieved- I would also like to
mention the debts I owe in completing this Archaeological Materiat Series volume 4, to Mr. Hironobu
Yarnazaki, the Shimokawa-cho (town) Board of Education, and all those who participated in the exca-
vations-

A total of 7350 lithic artifacts were excavated from Mosanru Site including tools, flakes and cores,
but only 41 of them are typologically definable retouched implements (table 2). Burins, a fragmental
bifacial point, end-scrapers, a borer, adzes and a keeled scraper represent the assemblage. The notable
characteristic of the Mosanru material is its high frequency of conjoining arnong flakes and with their
respective cores. Laborious efforts to refit them have resulted in rnore than twenty conjoined nodules,
the largest one consisting of 46 pieces.

These refitted examples enabled us to reconstruct their core reduction sequences. The techniques of
flake production of Mosanru people are thus classified into four types, in terms of the relationship
between platform(s) and unrking face (s), as well as the number and location of ihe two. A uorking
/ace tefets here to the plane of core from where flakes are removed, that is, the potential dorsal face
of successively removed flakes.
Type I. The core reduction sequences with one platforrn for one working face- (Examples ; nodules B,
c, D, N, O, T).
Type II. Sequences with two parallel platforrns facing each other for one working face. (Examples ;
nodules A, E, M, P, Q, R).
Type III. Sequences where more than two ptatforms are related to more than two working faces.
(Examples ; nodules F. G. H. L)-
Type IV. Sequences from one working face in spite of more than two platforms. (Examples ; nodules
I, S).

T. M. R. team has accumulated. a certain arnount of experimental data using shale 1) and chert. The
classification of use-wear polishes on replicated shale tools is shown in ptate 582) (Serizawa et al.
1982, I(ajiwara and Akoshirna 1981). Most Mosanru artifacts are rnade of quartz rhyolite, also a kind
of CCS, and the experimental results are appticable to them. The surface of Mosanru materials actually
looks very similar underi the metallurgical microscope to shale and chert. Eleven artifacts were exam-
ined in the present analysis, two of which are made of obsidian. They are four burins, fiwe end-scrapers.
a keeled scraper and a broken scraper.

The inferences are summed up as follows. The main working edges of quartz rhyolite burins were
the sharp edges between burin facets and ventral faces. Other edges around the burins were also used-
Edges on burin facets were used in whittling rnotions and tips of the facet edges were used in graving.
Cutting pnd whittling were carried out with edges around burins (other than on facets). Two burins
were used on antler and/or bone, one on wood, and one on hide and/or meat. In case of egd-scrapers,
the retouched "scraping edges" were actually mainly utilized, but the microwear was also found along
other edges. Activities were, scraping with five edges, cutting with two, and sawing r /ith one. Worked
materials were, hide and / or meat witlx three edges, antler and ,/or bone with three. Movements of two
obsidian tools are inferred (plates 69, 70), but the worked materials are unidentified.
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